
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】地中に埋設したシロアリ駆除装置の位置とシロ

アリの出現の検出を簡単確実に行うことの出来るシステ

ムの提供。

【解決手段】　害虫駆除システム２０は、領域又は建物

２２の周りに設置された害虫駆除装置１１０を備える。

装置１１０は各々、餌部材と、通信回路とを備える。通

信回路は、餌状況を表示する情報と、害虫駆除装置１１

０の各々の特徴的な標識とを伝送する受動型ＲＦタグの

形態である。通信回路を介して害虫駆除装置１１０の位

置を探知し且つ害虫駆除装置１１０と接続し得るように

携帯型の探知器３０が設けられている。害虫駆除装置１

１０から収集された情報を収集するデータ収集装置４０

を代替的又は追加的に利用可能である。餌部材は、目標

とする種の害虫の餌消費振舞いを表示する磁気符号を提

供し得るように磁気構成要素を備えてもよい。この装置

は、必要に応じて、害虫の振舞いを表示し且つ予測する

１つ又は２つ以上の環境センサを備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 信 回 路 を 含 む 害 虫 駆 除 装 置 を 設 置 す る こ と と 、
　 設 置 後 、 害 虫 駆 除 装 置 か ら 無 線 通 信 を 受 け 取 る こ と に よ り 害 虫 駆 除 装 置 の 位 置 を 探 知 す
る こ と と を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 が 、 前 記 設 置 の 間 、 建 物 の 周 り の 地 中 に 少
な く と も 一 部 分 が 配 置 さ れ た 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 の １ つ で あ り 、 該 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 が
携 帯 型 探 知 器 か ら の 探 知 信 号 に 応 答 し て 特 徴 的 な 標 識 を 伝 送 し 得 る 形 態 と さ れ た 受 動 型 Ｒ
Ｆ ト ラ ン ス ミ ッ タ を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も 一 部 が 地 中 に 設 置 さ れ 、 前 記
位 置 探 の 後 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 操 作 を 行 う こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ の 方 法 に お い て 、 前 記 位 置 探 知 が 、 探 知 器 に よ り 害 虫 駆 除 装 置 の ト ラ ン ス ミ ッ
タ に 対 し 位 置 探 知 信 号 を 送 る こ と と 、 位 置 探 知 信 号 に 応 答 し て 害 虫 駆 除 装 置 か ら 識 別 信 号
を 受 け 取 る こ と と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 が 、 餌 部 材 を 含 み 、 前 記 探 知 信 号 に 応 答 し
て 餌 状 況 信 号 を 受 け 取 る こ と と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ の 方 法 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 に 関 す る 情 報 を 探 知 器 か ら デ ー タ 収 集 装 置 に 伝
送 す る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 に は 、 前 記 設 置 の 間 、 監 視 餌 が 設 け ら れ 、
該 監 視 餌 の 少 な く と も 部 分 的 な 消 費 を 検 知 す る こ と と 、 該 検 知 に 応 答 し て 殺 虫 剤 入 り 餌 を
設 置 す る こ と と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 々 が 無 線 通 信 回 路 を 有 す る 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 を 設 置 す る こ と と 、
　 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 無 線 通 信 に よ り 情 報 を 受 け 取 り 得 る よ う に 携 帯 型 探 知 器 を 位 置
決 め す る こ と と 、
　 第 二 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 無 線 通 信 に よ り 情 報 を 受 け 取 り 得 る よ う に 携 帯 型 探 知 器 の 位 置
を 変 更 す る こ と と 、 前 記 第 二 の 害 虫 駆 除 装 置 が 前 記 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 隔 た ら れ る よ
う に す る こ と と を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 前 記 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら の 情 報 及 び 前 記 第 二 の 害 虫 駆 除
装 置 か ら の 情 報 を デ ー タ 収 集 装 置 に 伝 送 す る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 第 三 の 害 虫 駆 除 装 置 と 通 信 し 得 る よ う に 探 知 器 を 再 位 置 決 め
す る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 が 餌 部 材 を 備 え 、 前 記 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら
の 前 記 情 報 が 、 害 虫 駆 除 装 置 の 標 識 と 、 餌 状 況 の 表 示 と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ に お け る 前 記 無 線 通 信 回
路 が 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ミ ッ タ を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 前 記 設 置 が 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ を 少 な く と
も 部 分 的 に 地 中 に 配 置 す る こ と と 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 位 置 を 探 知 器 と の 無 線 通 信 を 通 じ
て 探 知 す る こ と と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 前 記 設 置 が 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 第 一 の も の を 少 な く と も 部
分 的 に 地 中 に 配 置 す る こ と と 、 前 記 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 が シ ロ ア リ に 対 す る 監 視 餌 部 材 と
共 に 設 置 さ れ る こ と と 、
　 前 記 探 知 器 に よ り 得 ら れ た 前 記 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 に 関 す る 情 報 か ら 監 視 餌 部 材 の 少 な
く と も 部 分 的 な 消 費 を 検 知 す る こ と と 、
　 該 検 知 に 応 答 し て シ ロ ア リ に 対 す る 殺 虫 剤 入 り 餌 部 材 を 設 置 す る こ と と を 更 に 備 え る 、
方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ８ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 が 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 に
対 す る 食 餌 可 能 な 餌 部 材 を 含 み 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 か ら 得 ら れ た 餌 状 況 の 情 報 を 探
知 器 に よ り 評 価 し 、 何 れ の 害 虫 駆 除 装 置 が １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 を 誘 引 す る か を 識
別 す る こ と と 、 前 記 評 価 に 基 づ い て １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 の 更 な る 振 舞 い を 予 測 す
る こ と と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 害 虫 駆 除 装 置 に お い て 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 に よ り 消 費 さ れ 又 は 変 位 さ れ る よ
う に 作 動 可 能 な 少 な く と も １ つ の 餌 部 材 と 、 無 線 励 起 信 号 に 応 答 し て 前 記 害 虫 駆 除 装 置 に
関 す る 情 報 を 伝 送 す る 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 と を 備 え る 、 害 虫 駆 除 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 能 動 型 Ｒ Ｆ 回 路 を 更 に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 前 記 受 動 型 Ｒ Ｆ 回 路 が 、 前 記 情 報 中 に 特 徴 的 な 識 別 信 号 を
含 む よ う に 作 動 可 能 で あ り 、 前 記 識 別 信 号 が 、 害 虫 駆 除 装 置 に 割 り 当 て ら れ た 別 個 の 多 数
ビ ッ ト コ ー ド に 相 応 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 前 記 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 に 接 続 さ れ た 導 電 性 ル ー プ を 更 に
備 え 、 該 ル ー プ が 、 前 記 餌 部 材 の 消 費 又 は 変 位 の 間 、 変 更 可 能 な よ う に 配 置 さ れ て 、 前 記
ル ー プ が 電 気 的 に 閉 じ ら れ た こ と を 表 示 す る 第 一 の 状 況 と 、 前 記 ル ー プ が 電 気 的 に 開 放 し
た こ と を 表 示 す る 第 二 の 状 況 と を 有 す る 状 況 信 号 を 提 供 す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 前 記 餌 部 材 と 、 前 記 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 と を 保 持 す る ハ ウ
ジ ン グ を 更 に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 前 記 餌 部 材 が 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 に よ る 前 記 餌 部 材
の 消 費 に 相 応 す る 磁 気 符 号 を 提 供 す る 磁 気 材 料 を 含 む 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ６ の 装 置 に お い て 、 温 度 、 湿 度 又 は 大 気 圧 力 の 少 な く と も １ つ の 変 化 を 測 定 す
る セ ン サ を 更 に 備 え る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 各 々 が １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 か ら 保 護 す べ き 領 域 内 で 互 い に 隔 て ら れ る よ う に 配 置 さ
れ た 少 な く と も ２ つ の 害 虫 駆 除 装 置 を 備 え 、 該 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 が 、 励 起 信 号 に 応 答 可
能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 を 含 む 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ ３ の 組 合 せ 体 に お い て 、 前 記 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 が 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々
に 対 し 異 な る 識 別 信 号 を 提 供 す る よ う に 作 動 可 能 で あ る 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ ４ の 組 合 せ 体 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ が 、 前 記 １ つ 又 は
２ つ 以 上 の 害 虫 に よ る １ つ の 部 材 の 消 費 又 は 変 位 を 表 示 す る 状 況 信 号 を 提 供 す る よ う に 作
動 可 能 な 害 虫 セ ン サ を 含 む 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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　 請 求 項 ２ ５ の 組 合 せ 体 に お い て 、 前 記 励 起 信 号 を 出 力 す る と 共 に 、 前 記 励 起 信 号 に 応 答
し て 前 記 異 な る 識 別 信 号 及 び 前 記 状 況 信 号 に 相 応 す る デ ー タ を 受 け 取 る 作 動 可 能 な 探 知 器
を 更 に 備 え る 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ６ の 組 合 せ 体 に お い て 、 前 記 探 知 器 が 、 無 線 通 信 に よ り 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各
々 の 位 置 を 探 知 す る よ う に 作 動 可 能 な 携 帯 型 の 形 態 で あ る 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ７ の 組 合 せ 体 に お い て 、 前 記 デ ー タ を 前 記 探 知 器 か ら 受 け 取 る 作 動 可 能 な デ ー
タ 収 集 装 置 を 更 に 備 え る 、 組 合 せ 体 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 で あ っ て 、 該 害 虫 駆 除 装 置 が ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 各 々 が 無 線 通 信 回
路 を 含 み 、 選 択 し た 領 域 を １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 か ら 保 護 し 得 る よ う に 独 立 的 に 設
置 可 能 に 配 置 さ れ る 、 前 記 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 と 、
　 前 記 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 と 個 々 に 無 線 通 信 を 確 立 す る よ う に 作 動 可
能 な 携 帯 型 探 知 器 と 、 該 探 知 器 と 前 記 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 害 虫 駆 除 装 置 の そ れ ぞ れ の １ つ
と の 間 の 前 記 通 信 が 、 前 記 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 害 虫 駆 除 装 置 に 対 す る 前 記 探 知 器 の 位 置 に
従 っ て 選 択 可 能 で あ る こ と と 、
　 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の １ つ 又 は ２ つ 以 上 に 関 す る 情 報 を 前 記 探 知 器 か ら 受 け 取 る よ う に 作
動 可 能 な デ ー タ 収 集 装 置 と を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ９ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 無 線 通 信 回 路 が 、 前 記 探 知 器 か ら の 励 起 信 号 に よ
り 励 起 さ れ る 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン ダ を 含 む 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ３ ０ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 無 線 通 信 回 路 が 、 能 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 を 含 む 、 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 ２ ９ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ が 磁 気 材 料 を 含 む
餌 を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 ２ ９ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ が 環 境 セ ン サ を 含
む 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ２ ９ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 に 対 す る
前 記 無 線 通 信 回 路 が 、 前 記 探 知 器 か ら の 信 号 に 応 答 し て 前 記 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 害 虫 駆 除
装 置 の 各 々 を 特 徴 的 に 識 別 す る 異 な る 識 別 信 号 を 伝 送 す る よ う に 作 動 可 能 で あ る 、 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 請 求 項 ２ ９ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 が 、 前 記 無 線 通 信 回 路 と 、 前
記 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 に 対 す る 餌 部 材 と 、 前 記 無 線 通 信 回 路 に 接 続 さ れ た 導 電 性
の 害 虫 検 知 ル ー プ と を 備 え 、 前 記 害 虫 検 知 ル ー プ が 、 前 記 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 に
よ り 変 更 さ れ 、 前 記 探 知 器 か ら の 信 号 に 応 答 し て 前 記 無 線 通 信 回 路 を 通 じ て 害 虫 の 検 知 信
号 を 提 供 す る よ う に 配 置 さ れ る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 害 虫 感 知 部 材 を 含 む 少 な く と も １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 を 備 え 、 前 記 部 材 が 磁 気 材 料 を 含 み
、 該 磁 気 材 料 が 、 1つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 に よ り 前 記 磁 気 材 料 を 前 記 部 材 か ら 除 去 す る こ
と に 応 答 し て 変 化 す る 磁 界 を 提 供 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 害 虫 除 去 装 置 が 、 前 記 磁 界 に
相 応 す る 1つ の 信 号 を 発 生 さ せ 得 る よ う に 作 動 可 能 な 回 路 を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 ３ ６ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 回 路 が 無 線 通 信 可 能 な 更 な る 形 態 と さ れ る 、 シ ス
テ ム 。
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【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ７ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 無 線 通 信 に よ り 伝 送 さ れ た 情 報 を 受 け 取 り 得 る よ
う に 作 動 可 能 な 装 置 を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ ８ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 回 路 が 少 な く と も １ つ の 磁 気 レ ジ ス タ を 含 む 、 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 ３ ６ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 害 虫 感 知 部 材 が 、 前 記 磁 気 材 料 を 含 む 餌 と し て の
形 態 と さ れ 、 前 記 感 知 信 号 が 、 前 記 餌 が 消 費 さ れ る に 伴 い 変 化 す る 磁 気 符 号 に 相 応 す る 、
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 ３ ６ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 害 虫 駆 除 装 置 が 、 温 度 、 湿 度 及
び 大 気 圧 力 の 少 な く と も １ つ を 測 定 す る セ ン サ を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 ３ ６ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 少 な く と も 1つ の 害 虫 駆 除 装 置 が 複 数 で あ る 、 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 少 な く と も １ つ の 種 の 害 虫 を 感 知 す る 部 材 と 、 通 信 回 路 と を 含 む 少 な く と も １ つ の 害 虫
駆 除 装 置 を 備 え 、 前 記 通 信 回 路 が 、 装 置 の 識 別 コ ー ド 及 び 害 虫 の 検 知 情 報 を 伝 送 す る よ う
に 作 動 可 能 で あ る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 請 求 項 ４ ３ の シ ス テ ム に お い て 、 励 起 信 号 を 発 生 さ せ る 作 用 可 能 な 探 知 器 を 更 に 備 え 、
前 記 通 信 回 路 が 、 前 記 装 置 の 識 別 コ ー ド 及 び 前 記 害 虫 の 検 知 情 報 を 伝 送 す る よ う に 前 記 励
起 信 号 に 応 答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ 伝 送 回 路 を 含 む 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 請 求 項 ４ ４ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 探 知 器 か ら デ ー タ を 受 け 取 る よ う に 作 動 可 能 な デ
ー タ 収 集 装 置 を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 請 求 項 ４ ３ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 通 信 回 路 が 能 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ
を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 請 求 項 ４ ３ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 が 、 温 度 、 湿 度 及
び 大 気 圧 力 の 少 な く と も １ つ を 測 定 す る セ ン サ を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 請 求 項 ４ ３ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 部 材 が 、 前 記 磁 気 材 料 を 前 記 部 材 か ら 除 去 す る 程
度 を 表 示 す る 磁 気 符 号 を 提 供 す る 磁 気 材 料 を 含 む 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 請 求 項 ４ ３ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 が 複 数 で あ る 、 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 害 虫 セ ン サ と 、 第 一 の 環 境 セ ン サ と 、 前 記 第 一 の 環 境 セ ン サ に よ り 検 知 さ れ た 第 一 の 環
境 の 特 徴 及 び 前 記 害 虫 セ ン サ に よ り 決 定 さ れ た 害 虫 の 検 知 状 況 に 相 応 す る 情 報 を 通 信 す る
よ う に 作 動 可 能 な 回 路 と を 有 す る 少 な く と も １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 を 備 え る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 請 求 項 ５ ０ の シ ス テ ム に お い て 、 励 起 信 号 を 発 生 さ せ る よ う に 作 動 可 能 な 探 知 器 を 更 に
備 え 、 前 記 回 路 が 、 前 記 情 報 を 伝 送 し 得 る よ う に 前 記 励 起 信 号 に 応 答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ ト
ラ ン ス ミ ッ タ を 更 に 画 成 す る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 請 求 項 ５ １ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 探 知 器 か ら デ ー タ を 受 け 取 る よ う に 作 動 可 能 な デ
ー タ 収 集 装 置 を 更 に 備 え る 、 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ５ ３ 】
　 請 求 項 ５ ０ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 第 一 の 回 路 が 、 能 動 型 の Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ
シ ー バ を 画 成 す る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 請 求 項 ５ ０ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 害 虫 セ ン サ が 、 前 記 磁 気 材 料 を 前 記 部 材 か ら 除 去
す る 程 度 を 表 示 す る 磁 気 符 号 を 提 供 す る 磁 気 材 料 を 有 す る 部 材 を 含 む 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 請 求 項 ５ ０ の シ ス テ ム に お い て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 が 複 数 で あ る 、 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 各 々 が １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 に 対 す る 餌 と 、 無 線 通 信 回 路 と を 含 む 複 数 の 害 虫 駆
除 装 置 を 設 置 す る こ と と 、
　 前 記 害 虫 駆 除 装 置 を 無 線 通 信 装 置 に よ り 探 知 す る こ と と 、 前 記 無 線 通 信 装 置 が 、 各 々 前
記 探 知 中 、 害 虫 駆 除 装 置 の 異 な る １ つ に 相 応 す る 複 数 の 識 別 信 号 を 受 け 取 る こ と と を 備 え
る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 前 記 無 線 通 信 装 置 に よ り 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 か ら 害 虫
の 活 動 状 況 の 情 報 を 受 け 取 る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 請 求 項 ５ ７ の 方 法 に お い て 、 前 記 無 線 通 信 装 置 か ら 前 記 デ ー タ 収 集 装 置 に デ ー タ を 伝 送
す る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 前 記 無 線 通 信 装 置 が 携 帯 型 の 無 線 探 知 器 の 形 態 で あ る 、 方
法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 請 求 項 ５ ９ の 方 法 に お い て 、 前 記 探 知 器 に よ り 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 の 位 置 を 探 知 す
る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 請 求 項 ５ ９ の 方 法 に お い て 、 前 記 無 線 通 信 回 路 が 、 該 無 線 通 信 装 置 か ら の 励 起 信 号 に 応
答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン ダ を 含 み 、 該 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン ダ が 、 識 別 信 号 及
び 害 虫 の 活 動 を 表 示 す る 状 況 信 号 の そ れ ぞ れ １ つ を 送 る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 が 、 温 度 、 湿 度 及 び 大 気 圧 力 の 少
な く と も １ つ を 測 定 す る セ ン サ を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 請 求 項 ６ ２ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 に 対 す る セ ン サ か ら の デ ー タ を 前
記 無 線 通 信 装 置 に 送 る こ と と 、 該 デ ー タ を 害 虫 駆 除 装 置 内 で 害 虫 の 活 動 と 比 較 す る こ と と
、 該 比 較 に 基 づ い て 害 虫 の 振 舞 い を 予 測 す る こ と と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ に 対 す る 前 記 餌 が 、 該
餌 の 消 費 に 相 応 す る 磁 気 符 号 を 提 供 す る よ う に 作 動 可 能 な 磁 気 材 料 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 請 求 項 ６ ４ の 方 法 に お い て 、 害 虫 の 餌 消 費 の 振 舞 い を 評 価 し 得 る よ う に 前 記 磁 気 符 号 を
監 視 す る こ と を 更 に 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 前 記 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 の 前 記 餌 が 、 地 中 シ ロ ア リ に よ り
食 餌 可 能 で あ る よ う に 選 ば れ 、 前 記 設 置 が 、 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も 一 部 を 少 な く と も
部 分 的 に 地 中 に 配 置 す る こ と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 請 求 項 ５ ６ の 方 法 に お い て 、 該 害 虫 駆 除 装 置 の 各 々 に 対 す る 前 記 餌 が 害 虫 の 活 動 監 視 型
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式 の も の で あ り 、
　 前 記 探 知 器 に よ り 得 ら れ た デ ー タ か ら 害 虫 駆 除 装 置 の 少 な く と も １ つ に 対 す る 餌 の 少 な
く と も 部 分 的 な 消 費 を 検 知 す る こ と と 、
　 該 検 知 に 応 答 し て 殺 虫 剤 入 り 餌 部 材 を 設 置 す る こ と と を 備 え る 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 害 虫 駆 除 技 術 、 よ り 具 体 的 に 且 つ 非 限 定 的 に は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 類 の
害 虫 か ら 保 護 す べ き 領 域 の 周 り に て 隔 て ら れ た 多 数 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら デ ー タ を 収 集 す る
技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 地 中 シ ロ ア リ は 、 木 製 構 造 体 に 甚 大 な 損 害 を 与 え る 可 能 性 の あ る 、 特 に 問 題 と な る 種 類
の 害 虫 で あ る 。 シ ロ ア リ を 除 去 し 且 つ 昆 虫 及 び 非 昆 虫 の 種 類 の 双 方 の そ の 他 の 有 害 な 害 虫
を 除 去 す る た め 色 々 な 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 １ つ の 方 法 に お い て 、 害 虫 駆 除 は 、 保 護 す
べ き 領 域 内 に 化 学 的 殺 虫 剤 を 全 体 的 に 施 す こ と に よ る も の で あ る 。 し か し 、 環 境 的 規 制 の
結 果 、 こ の 方 法 は 、 望 ま し く な い も の と な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 近 、 殺 虫 化 学 薬 剤 を 目 標 に 向 け て 集 中 的 に 供 給 す る こ と を 可 能 に す べ く 改 良 が 為 さ れ
て い る 。 ス ー の 米 国 特 許 第 ５ ， ８ １ ５ ， ０ ９ ０ 号 は そ の 一 例 で あ る 。 シ ロ ア リ の 駆 除 を 目
的 と す る 別 の 例 は 、 イ ン デ ィ ア ナ 州 、 イ ン デ ィ ア ナ ポ リ ス 、 ９ ３ ３ ０ ジ オ ン ヴ ァ イ ル ロ ー
ド に 本 社 が あ る ダ ウ ・ ア グ ロ サ イ エ ン ス ズ の セ ン ト リ コ ン （ Ｓ Ｅ Ｎ Ｔ Ｒ Ｉ Ｃ Ｏ Ｎ ） （ 登 録
商 標 名 ） シ ス テ ム で あ る 。 こ の シ ス テ ム に お い て 、 各 々 が シ ロ ア リ の 食 用 材 料 を 有 す る 多
数 の 装 置 を 保 護 す べ き 住 宅 の 周 り の 地 中 に 配 置 す る 。 こ れ ら の 装 置 は 、 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス
員 が シ ロ ア リ の 有 無 に つ い て 日 常 的 に 検 査 し 、 各 装 置 と 関 係 し た 特 徴 的 な バ ー コ ー ド ラ ベ
ル を 基 準 に し て 検 査 デ ー タ を 記 録 す る 。 所 定 の 装 置 内 に シ ロ ア リ が 発 見 さ れ た な ら ば 、 シ
ロ ア リ の 巣 に 持 ち 帰 っ て そ の 群 体 を 全 滅 さ せ る こ と を 目 的 と す る 遅 速 効 果 の あ る 殺 虫 剤 を
保 持 す る 餌 を 配 置 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ８ １ ５ ， ０ ９ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 不 都 合 な こ と に 、 こ れ ら の 装 置 は 、 配 置 後 、 そ の 位 置 を 探 知 す る こ と が 難 し い こ と が し
ば し ば あ り 、 そ の 結 果 、 検 査 作 業 に 過 剰 な 時 間 を 消 費 す る こ と に な る 。 金 属 製 装 置 の 場 合
、 そ れ ら 装 置 の 位 置 探 知 を 速 く す る た め 、 金 属 製 の 検 知 装 置 が 利 用 さ れ る こ と が あ る 。 し
か し 、 こ の よ う に し て 、 装 置 を 検 知 す る こ と を 妨 げ る で あ ろ う 、 非 常 に 多 数 の 金 属 物 が 家
及 び そ の 他 の 構 造 体 の 周 り に 埋 め 込 ま れ て い る 。 更 に 、 装 置 を 金 属 検 知 装 置 に て 容 易 に 検
知 す る こ と が で き な い 程 度 ま で そ れ ら 装 置 を 非 金 属 材 料 に て 製 造 す る こ と が 望 ま し い こ と
が
　 更 に 、 害 虫 の 活 動 に 関 す る デ ー タ を 収 集 す る た め の 代 替 的 な 技 術 も 望 ま れ る 。 例 え ば 、
害 虫 駆 除 サ ー ビ ス に よ り デ ー タ を 収 集 す る の に 必 要 な 時 間 を 短 く す る こ と が 望 ま し い 。 ま
た 、 デ ー タ を 収 集 す る 技 術 の 信 頼 性 を 高 め 且 つ よ り 広 汎 な 害 虫 の 活 動 デ ー タ を 得 る こ と も
望 ま し い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の １ つ の 形 態 は 、 特 徴 的 な 害 虫 駆 除 技 術 を 含 む 。 別 の 形 態 に お い て 、 選 ん だ １ つ
又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 の 種 を 検 知 し 且 つ 全 滅 さ せ る た め の 特 徴 的 な 害 虫 駆 除 装 置 が 提 供 さ れ
る 。 本 明 細 書 で 使 用 す る よ う に 、 「 害 虫 駆 除 装 置 」 と は 、 広 く 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 の
害 虫 を 感 知 し 、 検 知 し 、 監 視 し 、 餌 で お び き 寄 せ 、 給 餌 し 、 毒 を 与 え 、 す な わ ち 全 滅 さ せ
る た め に 使 用 さ れ る 任 意 の 装 置 を 広 く 意 味 す る も の と す る 。 更 に 別 の 形 態 に お い て 、 特 徴
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的 な 害 虫 駆 除 装 置 の 位 置 を 探 知 す る 技 術 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 形 態 は 、 特 徴 的 な 害 虫 駆 除 シ ス テ ム を 含 む 。 こ の シ ス テ ム は 、 多 数 の
害 虫 駆 除 装 置 と 、 害 虫 駆 除 装 置 か ら デ ー タ を 収 集 す る 探 知 器 と を 含 む 。 こ の 探 知 器 は 、 害
虫 駆 除 装 置 の 各 々 と 個 々 に 無 線 通 信 を 行 い 得 る 形 態 と さ れ た 携 帯 型 の 形 態 と す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 形 態 は 、 励 起 信 号 に 応 答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回 路 の よ う な 、 特 徴 的 な 無
線 通 信 能 力 を 備 え る 害 虫 駆 除 装 置 を 含 む 。 こ の 装 置 は 、 オ プ シ ョ ン 的 に 、 能 動 型 の 無 線 通
信 回 路 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 害 虫 駆 除 装 置 の 更 に 別 型 式 の も の は 、 装 置 を 特 徴 的 に 識 別 す る 信 号 を 提 供 す る
通 信 回 路 を 含 む 。 更 に 、 こ の 通 信 回 路 は 、 装 置 と 関 係 し た 害 虫 の 活 動 を 示 す 信 号 を 伝 送 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の １ つ の 代 替 的 な 形 態 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 は 、 少 な く と も 一 部 分 が 磁 気 材 料
で 出 来 た 特 徴 的 な 監 視 餌 を 含 む 。 更 な る 代 替 例 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 は 、 １ つ 又 は ２ つ
以 上 の 相 応 す る 環 境 の 特 徴 に 関 す る デ ー タ を 収 集 す る た め １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 環 境 セ ン サ
を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 追 加 的 な 形 態 、 特 徴 、 特 色 及 び 目 的 は 、 図 面 及 び 本 明 細 書 の 説 明 か ら 明 ら か に
な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 原 理 の 理 解 を 促 進 す る 目 的 に て 、 次 に 図 面 に 図 示 し た 実 施 の 形 態 に 関 し て 説 明
し 、 そ の 説 明 の た め 特 定 の 用 語 を 使 用 す る 。 し か し 、 こ れ に よ り 本 発 明 の 範 囲 を 何 ら 限 定
す る こ と を 意 図 す る も の で は な い こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 説 明 し た 実 施 の 形 態 の 任 意 の
変 更 及 び 更 な る 改 変 例 並 び に 本 明 細 書 に 記 載 し た 本 発 明 の 原 理 の 任 意 の 更 な る 適 用 例 は 、
本 発 明 が 関 係 す る 技 術 分 野 の 当 業 者 に 通 常 、 案 出 さ れ る で あ ろ う と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 の １ つ の 実 施 の 形 態 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム ２ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 シ ス
テ ム ２ ０ は 、 地 中 シ ロ ア リ の よ う な 害 虫 に 起 因 す る 損 害 か ら 建 物 ２ ２ を 保 護 し 得 る よ う に
配 置 さ れ て い る 。 シ ス テ ム ２ ０ は 、 建 物 ２ ２ の 周 り に 配 置 さ れ た 多 数 の 害 虫 駆 除 装 置 １ １
０ を 含 む 。 図 １ に お い て 、 明 確 化 の た め 、 幾 つ か の 装 置 １ １ ０ の み が 参 照 番 号 で 特 定 的 に
表 示 し て あ る 。 シ ス テ ム ２ ０ は 、 ま た 、 装 置 １ １ ０ に 関 す る 情 報 を 収 集 し 得 る よ う に 探 知
器 ３ ０ も 含 む 。 探 知 器 ３ ０ に よ り 装 置 １ １ ０ か ら 収 集 さ れ た デ ー タ は 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー
ス 部 ４ １ を 介 し て デ ー タ 収 集 装 置 （ Ｄ Ｃ Ｕ ） ４ ０ 内 に 収 集 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ を 更 に 参 照 す る と 、 シ ス テ ム ２ ０ の 作 動 の 特 定 の 特 徴 が 図 示 さ れ て い る 。 図 ２ に お
い て 、 無 線 通 信 技 術 を 使 用 し て 少 な く と も 一 部 分 が 地 面 Ｇ 内 に 配 置 さ れ た 害 虫 駆 除 装 置 １
１ ０ を 探 知 す る た め に 探 知 器 ３ ０ を 作 動 さ せ る 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス 員 Ｐ が 図 示 さ れ て い る 。
こ の 例 に お い て 、 探 知 器 ３ ０ は 、 設 置 し た 装 置 １ １ ０ と の 無 線 通 信 を 確 立 し 得 る よ う に 地
面 Ｇ を 掃 引 す る の に 便 宜 な 携 帯 型 の 形 態 に て 図 示 さ れ て い る 。 シ ス テ ム ２ ０ の 追 加 的 な 特
徴 及 び そ の 作 用 は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 関 し て 説 明 す る が 、 図 ３ 及 び 図 ４ の 分 解 組 立 図 を 参 照
し つ つ 、 １ つ の 代 表 的 な 害 虫 駆 除 装 置 １ １ ０ に 関 す る 第 一 の 更 な る 詳 細 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 害 虫 駆 除 装 置 １ １ ０ は 、 害 虫 の 活 動 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０
を 備 え て い る 。 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ は 、 各 々 が 害 虫 の 選 択 し た １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 種 に
対 す る 餌 材 料 か ら 出 来 た ２ つ の 餌 部 材 １ ３ ２ を 含 ん で い る 。 例 え ば 、 餌 部 材 １ ３ ２ の 各 々
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は 、 か か る 害 虫 の 好 む 食 物 で あ る 材 料 か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 地 中 シ ロ ア リ に 関 す る
一 例 に お い て 、 餌 部 材 １ ３ ２ の 各 々 は 、 殺 虫 剤 成 分 を 含 ま な い 柔 軟 な 木 ブ ロ ッ ク の 形 態 を
し て い る 。 シ ロ ア リ に 対 す る 他 の 例 に お い て 、 餌 部 材 １ ３ ２ は 、 最 初 に 殺 虫 剤 を 含 み 、 木
以 外 の 組 成 又 は こ れ ら 特 徴 の 組 合 せ 体 を 備 え て い る 。 害 虫 駆 除 装 置 １ １ ０ が シ ロ ア リ 以 外
の 種 類 の 害 虫 を 対 象 と す る 更 に 別 の 例 に お い て 、 餌 部 材 １ ３ ２ の 相 応 し て 相 違 す る 組 成 が
典 型 的 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ は 、 ま た 、 支 持 部 材 １ ３ ４ も 備 え て い る 。 支 持 部 材 １ ３ ４ は 、 細
長 い 中 央 の 接 続 部 分 １ ３ ７ に よ り 基 部 １ ３ ８ に 接 続 さ れ た ハ ン ド ル １ ３ ６ を 備 え て い る 。
支 持 部 材 １ ３ ４ は 、 ま た 、 接 続 部 分 １ ３ ７ と ハ ン ド ル １ ３ ６ と の 間 に 頚 部 分 １ ３ ９ も 備 え
て い る 。 典 型 的 に 、 支 持 部 材 １ ３ ４ は 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ が さ ら さ れ る 可 能 性 が あ る
害 虫 が 顕 著 に 消 費 し た り 又 は 変 位 さ せ る こ と が な い 材 料 で 出 来 て い る 。 地 中 シ ロ ア リ を 対
象 と す る 一 例 に お い て 、 支 持 部 材 １ ３ ４ は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン の よ う な 重 合 系 樹 脂 化 合 物 で
出 来 て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ は 、 害 虫 セ ン サ １ ５ ０ を 更 に 備 え る 。 害 虫 セ ン サ １ ５ ０ は 、 餌 部
材 １ ３ ２ の １ つ と 支 持 部 材 １ ３ ４ と の 間 に 配 置 さ れ た 感 知 部 材 １ ５ １ を 備 え る 。 感 知 部 材
１ ５ １ は 導 電 性 経 路 １ ５ ４ を 保 持 す る 基 板 １ ５ ２ を 備 え る 。 経 路 １ ５ ４ は 電 気 的 に 隔 離 し
た ２ つ の 接 点 １ ５ ６ に て 終 端 し て い る 。 部 材 １ ５ １ の 基 板 １ ５ ２ は 、 食 餌 す る 害 虫 に よ り
消 費 さ れ 又 は 変 位 さ れ る よ う に 配 置 さ れ た 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 １ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫
が 基 板 １ ５ ２ を 消 費 し 且 つ ／ 又 は 変 位 さ せ る 結 果 、 経 路 １ ５ ４ の 導 通 性 は 最 終 的 に 失 わ れ
る 。 こ の 導 電 性 が 失 わ れ た こ と を 害 虫 が 存 在 す る こ と の 指 標 と し て 利 用 す る こ と が で き る
。 こ れ に 代 え て 、 基 板 １ ５ ２ は 、 餌 部 材 １ ３ ２ の あ る 程 度 の 消 費 が 導 電 性 経 路 １ ５ ４ を 開
放 す る の に 十 分 な 力 を 加 え る よ う に 基 板 １ ５ ２ を 餌 部 材 １ ３ ２ に 対 し て 方 向 決 め し て も よ
い 。 地 中 シ ロ ア リ に 適 す る こ と が 判 明 し た １ つ の 例 に お い て 、 基 板 １ ５ ２ は 、 シ ロ ア リ に
よ り 容 易 に 変 位 さ れ る 、 独 立 気 泡 構 造 の よ う な 非 食 物 の 基 板 で 出 来 て お り 、 基 板 １ ５ ２ に
付 与 さ れ た 導 電 性 材 料 に よ り 導 電 性 経 路 １ ５ ４ が 画 成 さ れ る 。 別 の 例 に お い て 、 基 板 １ ５
２ は 、 標 的 と す る 害 虫 が 食 物 と し て 好 む １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 型 式 の 材 料 を 含 む こ と が で き
る 。 更 に 別 の 例 に お い て 、 食 物 及 び 非 食 物 材 料 の 組 合 せ 体 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 害 虫 感 知 部 材 １ ５ １ は 、 支 持 部 材 １ ３ ４ の 一 側 部 に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ 、 餌 部 材 １
３ ２ の １ つ は 他 方 の 側 に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 残 り の 餌 部 材 １ ３ ２ は 、 支 持 部
材 １ ３ ４ と 接 触 し た 側 部 に 対 向 す る 害 虫 感 知 部 材 １ ５ １ の 側 部 に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ
て い る 。 餌 部 材 １ ３ ２ 、 害 虫 感 知 部 材 １ ５ １ 及 び 支 持 部 材 １ ３ ４ は 、 接 着 剤 に よ り 共 に 接
着 す る か 、 又 は 当 業 者 に 案 出 さ れ る で あ ろ う 別 の 方 法 に よ り 共 に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ は 、 ま た 、 支 持 デ ィ ス ク １ ４ ０ も 備 え て い る 。 支 持 デ ィ ス ク １ ４
０ は 、 支 持 部 材 １ ３ ４ の 頚 部 分 １ ３ ９ に 係 合 し 且 つ 餌 部 材 １ ３ ２ 及 び 感 知 部 材 １ ５ １ を 基
部 １ ３ ８ と デ ィ ス ク １ ４ ０ と の 間 に て 保 持 し 得 る よ う に ス ロ ッ ト １ ４ ２ を 画 成 す る 。 典 型
的 に 、 デ ィ ス ク １ ４ ０ は 、 ま た 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ が さ ら さ れ る 害 虫 が 実 質 的 に 消 費
し た り 、 ま た 、 変 位 さ せ る こ と が な い 材 料 で 出 来 て い る 。 デ ィ ス ク １ ４ ０ は 面 １ ４ ４ を 画
成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 デ ィ ス ク １ ４ ０ の 面 １ ４ ４ は 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ の 回 路 基 板 １ ６ ４ を 支 持 す る 。 基
板 １ ６ ４ に 取 り 付 け ら れ た 多 数 の 構 成 要 素 １ ６ ５ に よ り 無 線 通 信 回 路 １ ６ ０ が 画 成 さ れ る
。 構 成 要 素 １ ６ ５ は 、 無 線 周 波 数 （ Ｒ Ｆ ） 帯 域 内 で 作 動 可 能 な ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ２ と 、
ア ン テ ナ コ イ ル １ ６ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た １ つ 又 は ２ つ 以 上 の そ の 他 の 構 成 要 素 と を 備
え て い る 。 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 通 路 １ ５ ４ と の 導 電 性 ル ー プ を 形 成 し 得 る よ う に 各 々 が セ
ン サ １ ５ ０ の 接 点 １ ５ ６ の そ れ ぞ れ の １ つ と 電 気 的 に 接 続 す る 一 対 の 導 体 １ ６ ６ を 含 む 。
全 体 と し て 、 通 信 回 路 １ ６ ０ 及 び セ ン サ １ ５ ０ の 通 路 １ ５ ４ は 、 図 ５ に 関 し て 以 下 に よ り
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詳 細 に 説 明 す る 、 害 虫 監 視 回 路 １ ６ ９ と し て 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ に 、 図 ４ を よ り 具 体 的 に 参 照 す る と 、 害 虫 駆 除 装 置 １ １ ０ は 、 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １
７ ０ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ は 、 端 部 分 １ ７ １ ｂ と 反 対 側 の 端 部 分 １ ７ １ ａ を 有 す る
。 端 部 分 １ ７ １ ｂ は 、 図 ２ に 図 示 す る よ う に 、 装 置 １ １ ０ を 地 中 に 配 置 す る の を 助 け る テ
ー パ － 付 き 端 部 １ ７ ５ を 有 す る 。 テ ー パ － 付 き 端 部 １ ７ ５ は 穴 （ 図 示 せ ず ） 迄 延 在 す る 。
ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ は 、 端 部 分 １ ７ １ ａ に よ り 画 成 さ れ た 開 口 部 １ ７ ８ を 通 じ て 害 虫 の 活 動
監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ を 受 け 入 れ る チ ャ ン バ １ ７ ２ を 画 成 す る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ に よ り
画 成 さ れ た 多 数 の ス ロ ッ ト １ ７ ４ が チ ャ ン バ １ ７ ２ と 接 続 し て い る 。 ス ロ ッ ト １ ７ ４ は 、
シ ロ ア リ が チ ャ ン バ １ ７ ２ に 入 り 且 つ チ ャ ン バ １ ７ ２ か ら 出 る の を 許 容 し 得 る よ う に 配 置
さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ は 、 多 数 の 突 出 し フ ラ ン ジ を 有 し 、 そ の 突 出 し フ ラ ン ジ の
幾 つ か は 、 装 置 １ １ ０ を 地 中 に 配 置 す る の を 助 け 得 る よ う に 図 ４ に 参 照 番 号 １ ７ ６ ａ 、 １
７ ６ ｂ 、 １ ７ ６ ｃ で 表 示 し て い あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 キ ャ ッ プ １ ８ ０ は 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ を チ ャ ン バ １ ７ ２ 内 で 固 着 し 得 る よ う に 配 置
さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ １ ８ ０ は 、 通 路 １ ７ ９ の よ う な 、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ に よ り 画 成 さ れ
た 構 造 体 に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る 突 起 （ 図 示 せ ず ） を 含 む こ と が で き る 。 典 型 的 に 、 ハ
ウ ジ ン グ １ ７ ０ 及 び キ ャ ッ プ １ ８ ０ は 、 害 虫 に よ る 損 害 及 び 装 置 １ １ ０ が さ ら さ れ る 環 境
に 対 す る 抵 抗 性 の あ る 材 料 で 出 来 て い る 。 地 中 シ ロ ア リ に 適 し た １ つ の 例 に お い て 、 ハ ウ
ジ ン グ １ ７ ０ 及 び キ ャ ッ プ １ ８ ０ は 熱 硬 化 性 又 は 熱 可 塑 性 の 重 合 系 樹 脂 で 出 来 て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に は 、 代 替 的 に 、 無 線 通 信 サ ブ シ ス テ ム １ ２ ０ と し て 設 計 さ れ た 装 置 １ １ ０ の 監 視
回 路 １ ６ ９ 及 び 探 知 器 ３ ０ の 通 信 回 路 ３ １ が 更 に 図 示 さ れ て い る 。 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 サ
ブ シ ス テ ム １ ２ ０ の 回 路 １ ６ ９ 内 に 含 め ら れ て い る 。 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 セ ン サ １ ５ ０ の
通 路 １ ５ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た セ ン サ 状 態 検 知 器 １ ６ ３ を 画 成 す る 。 通 路 １ ５ ４ は 、 図
５ に ス イ ッ チ と し て 概 略 図 的 に 図 示 さ れ て い る 。 従 っ て 、 セ ン サ 状 態 検 知 器 １ ６ ３ は 、 励
起 さ れ た と き 、 ２ つ の 状 態 状 況 信 号 を 提 供 す る よ う 作 動 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 一 方 の 状
態 は 開 放 し す な わ ち 電 気 的 に 遮 断 し た 通 路 １ ５ ４ を 表 わ し 、 他 方 の 状 態 は 電 気 的 に 閉 じ た
す な わ ち 連 続 的 な 通 路 １ ５ ４ を 表 わ す 。 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 ま た 、 装 置 １ １ ０ に 対 し 相 応
す る 識 別 信 号 を 発 生 さ せ る 識 別 コ ー ド １ ６ ７ も 含 ん で い る 。 識 別 コ ー ド １ ６ ７ は 、 所 定 の
多 数 ビ ッ ト 二 進 コ ー ド の 形 態 、 又 は 当 業 者 に よ り 案 出 さ れ る で あ ろ う そ の 他 の 形 態 と す る
こ と が で き る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 識 別 コ ー ド １ ６ ７ は 、 製 造 時 に プ ロ グ ラ ム 化
し た 一 組 み の 集 積 回 路 ヒ ュ ー ズ に よ り 画 成 さ れ る 。 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 識 別 コ ー ド
１ ６ ７ は 一 組 み の 調 節 可 能 な マ イ ク ロ ス イ ッ チ に よ り 画 成 さ れ る 。 検 知 器 １ ６ ３ 、 コ ー ド
１ ６ ７ 又 は そ の 双 方 は 、 通 信 回 路 １ ６ ０ の 補 助 集 積 回 路 と し 又 は 当 業 者 に よ り 案 出 さ れ る
で あ ろ う そ の 他 の 形 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 外 部 励 起 か 又 は 励 起 信 号 に よ り 励 起 さ れ る 能 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン
ダ ー と し て 作 用 可 能 で あ る 。 同 様 に 、 回 路 １ ６ ０ の 検 知 器 １ ６ ３ 及 び コ ー ド １ ６ ７ の 機 能
部 分 は 、 こ の 励 起 信 号 に よ り 作 動 さ れ る 。 励 起 信 号 に よ る 励 起 に 応 答 し て 、 通 信 回 路 １ ６
０ は 、 検 知 器 １ ６ ３ に よ り 決 定 さ れ た 餌 の 状 況 と 、 識 別 コ ー ド １ ６ ７ に よ り 決 定 さ れ た 装
置 の 識 別 信 号 と 相 応 す る 変 調 Ｒ Ｆ 形 態 に て 情 報 を 伝 送 す る 。 ロ ウ エ の 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ６
４ ， １ ３ ８ 号 は 、 通 信 回 路 １ ６ ０ を 提 供 す べ く 利 用 す る こ と の で き る 受 動 型 の Ｒ Ｆ タ グ 技
術 に 関 す る 追 加 的 な 背 景 情 報 を 提 供 し そ の 内 容 の 全 体 は 参 考 と し て 引 用 し 、 本 明 細 書 に 含
め て あ る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 単 一 の 半 導 体 チ ッ プ の 上 で 集
積 化 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ア リ ゾ ナ 州 ８ ５ ２ ２ ４ － ６ １ ９ ９ チ ャ ン ド ラ 、 ２ ３ ５ ５ ウ エ ス
ト チ ャ ン ド ラ 通 り に 本 社 を 有 す る マ イ ク ロ チ ッ プ ・ テ ク ノ ロ ジ ー ズ ・ イ ン コ ー ポ レ ー テ ッ
ド が 販 売 す る 集 積 回 路 モ デ ル 番 号 Ｍ Ｃ Ｒ Ｆ － ２ ０ ２ を 利 用 し て 通 信 回 路 １ ６ ０ を 提 供 す る
こ と が で き る 。 そ の 他 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 全 体 的 に 又 は 別 個 に 通 信 回 路 １ ６ ０ を 提 供
す る た め １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 構 成 要 素 を 異 な る 配 置 に て 利 用 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ つ の 代 替 的 な 形 態 に お い て 、 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 餌 状 態 信 号 又 は 識 別 信 号 の 一 方 の み
を 伝 送 す る こ と が で き る が 、 そ の 双 方 を 伝 送 す る こ と は で き な い 。 更 な る 実 施 の 形 態 に お
い て 、 装 置 １ １ ０ に 関 す る 異 な る 可 変 情 報 を 餌 状 態 又 は 装 置 の 識 別 情 報 と 共 に 又 は こ の 情
報 無 し に て 伝 送 す る こ と が で き る 。 別 の 代 替 例 に お い て 、 通 信 回 路 １ ６ ０ は 、 そ れ 自 体 の
内 部 電 源 を 有 す る 、 選 択 的 に 又 は 恒 久 的 に 「 能 動 型 」 の 性 質 と す る こ と が で き る 。 更 に 別
の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 装 置 １ １ ０ は 、 能 動 型 回 路 及 び 受 動 型 回 路 の 双 方 を 含 む
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ の サ ブ シ ス テ ム １ ２ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ の 通 信 回 路 ３ １ も 図 示 し て い る 。 探 知 器 ３ ０
は 、 各 々 制 御 装 置 ３ ６ と 作 用 可 能 に 接 続 さ れ た Ｒ Ｆ 励 起 回 路 ３ ２ 及 び Ｒ Ｆ レ シ ー バ （ Ｒ Ｘ
Ｒ ） ３ ４ と を 含 む 。 探 知 器 ３ ０ は 回 路 ３ ２ 、 ３ ４ に 対 す る 別 個 の コ イ ル を 備 え る 状 態 で 図
示 さ れ て い る が 、 そ の 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 そ の 双 方 に 対 し 同 一 の コ イ ル を 使 用 す る こ
と が で き る 。 制 御 装 置 ３ ６ は 探 知 器 ３ ０ の 入 力 ／ 出 力 （ Ｉ ／ Ｏ ） ポ ー ト ３ ７ 及 び 記 憶 装 置
３ ８ に 作 用 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 探 知 器 ３ ０ は 、 典 型 的 に 、 電 気 化 学 電 池 又 は そ の 電 池
の バ ッ テ リ （ 図 示 せ ず ） の 形 態 を し た 、 回 路 ３ １ を 励 起 す る そ れ 自 体 の 電 源 （ 図 示 せ ず ）
を 備 え て い る 。 制 御 装 置 ３ ８ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 構 成 要 素 で 構 成 す る こ と が で き る 。
１ つ の 実 施 例 に お い て 、 制 御 装 置 ３ ６ は 、 記 憶 装 置 ３ ８ に 装 填 し た 命 令 を 実 行 す る プ ロ グ
ラ ム 化 可 能 な マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 利 用 型 で あ る 。 そ の 他 の 実 施 例 に お い て 、 制 御 装 置 ３ ６
は 、 プ ロ グ ラ ム 化 可 能 な デ ジ タ ル 回 路 の 代 替 例 又 は 追 加 と し て 、 ア ナ ロ グ 計 算 回 路 、 ハ ー
ド ワ イ ヤ ー ド ス テ ー ト マ シ ン 論 理 、 又 は そ の 他 の 型 式 の 装 置 に よ り 画 成 す る こ と が で き る
。 記 憶 装 置 ３ ８ は 、 揮 発 性 又 は 不 揮 発 性 型 の １ つ 又 は ２ つ 以 上 の ソ リ ッ ド ス テ ー ト 半 導 体
構 成 要 素 を 含 む こ と が で き る 。 こ れ と 代 替 的 に 又 は 追 加 的 に 、 記 憶 装 置 ３ ８ は 、 フ ロ ッ ピ
ー （ 登 録 商 標 ） デ ィ ス ク 又 は ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 又 は Ｃ Ｄ 　 Ｒ Ｏ Ｍ の よ う な 電 磁 又 は
光 学 的 記 憶 装 置 を １ つ 又 は ２ つ 以 上 含 む よ う に し て も よ い 。 １ つ の 実 施 例 に お い て 、 制 御
装 置 ３ ６ 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ 及 び 記 憶 装 置 ３ ８ は 、 同 一 の 集 積 回 路 チ ッ プ 上 に 集 積 状 態 で
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ は 、 図 １ に 図 示 す る よ う に 、 探 知 器 ３ ０ か ら の デ ー タ を デ ー タ 収 集 装
置 ４ ０ に 送 る 形 態 と さ れ て い る 。 図 １ を 更 に 参 照 し つ つ 、 デ ー タ 収 集 装 置 ４ ０ の 更 な る 特
徴 に つ い て 説 明 す る 。 装 置 ４ ０ の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ １ は 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ を 介 し て
探 知 器 ３ ０ と 通 信 可 能 な 形 態 と さ れ て い る 。 装 置 ４ ０ は 、 装 置 １ １ ０ に 関 し て 探 知 器 ３ ０
か ら 得 ら れ た 情 報 を 記 憶 し 且 つ 処 理 す る た め プ ロ セ ッ サ ４ ２ 及 び 記 憶 装 置 ４ ４ を 更 に そ な
え て い る 。 プ ロ セ ッ サ ４ ２ 及 び 記 憶 装 置 ４ ４ は 、 制 御 装 置 ３ ６ 及 び 記 憶 装 置 ３ ８ に つ い て
そ れ ぞ れ 説 明 し た も の と 同 様 の 方 法 に て 種 々 の 形 態 と す る こ と が で き る 。 更 に 、 イ ン タ ー
フ ェ ー ス 部 ４ １ 、 プ ロ セ ッ サ ４ ２ 及 び 記 憶 装 置 ４ ４ は 同 一 の 集 積 回 路 チ ッ プ 上 に 集 積 状 態
で 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 装 置 ４ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ と 相 互 に 接 続 し 得 る よ う に さ れ 、
ま た 、 探 知 器 ３ ０ か ら デ ー タ を 受 け 取 り 且 つ そ の デ ー タ を 記 憶 し 得 る よ う に プ ロ グ ラ ム 化
さ れ た ラ ッ プ ト ッ プ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 形 態 に て 提 供 さ れ る 。 別 の 実 施 の 形 態 に お
い て 、 装 置 ４ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ に 対 し て 遠 方 の 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の 実 施 の
形 態 の 場 合 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 探 知 器 ３ ０ は 、 電 話 シ ス テ ム の よ う な 確 立 し た 通 信 媒 体
又 は イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う な コ ン ピ ュ ー タ 回 路 網 を 介 し て 装 置 ４ ０ と 通 信 す る 。 更 に 別 の
実 施 の 形 態 に お い て 、 当 業 者 に よ り 案 出 さ れ る で あ ろ う よ う に 、 探 知 器 ３ ０ 、 デ ー タ 収 集
装 置 ４ ０ 、 及 び 装 置 １ １ ０ に 対 し て 異 な る イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 及 び 通 信 技 術 を 使 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 全 体 と し て 、 図 １ 乃 至 図 ５ を 参 照 し つ つ 、 シ ス テ ム ２ ０ の 特 定 の 作 動 上 の 特 徴 に つ い て
更 に 説 明 す る 。 典 型 的 に 、 探 知 器 ３ ０ は 、 装 置 １ １ ０ が 探 知 器 ３ ０ の 所 定 の 距 離 範 囲 内 に
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あ る と き 、 装 置 １ １ ０ の 回 路 １ ６ ９ を 励 起 さ せ る の に 適 し た Ｒ Ｆ 信 号 を 励 起 回 路 ３ ２ が 発
生 さ せ 得 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 制 御 装 置 ３ ６ は 、 周 期 的
に 、 こ の 励 起 信 号 の 発 生 を 自 動 的 に 促 し 得 る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 別 の 実 施 の 形 態 に お
い て 、 励 起 信 号 は 、 オ ペ レ ー タ が 探 知 器 ３ ０ （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ た オ ペ レ ー タ 制 御 装
置 を 介 し て 促 す こ と が で き る 。 か か る オ ペ レ ー タ に よ る 促 進 作 用 は 、 自 動 的 な 促 進 作 用 の
代 替 例 と し て 、 又 は 追 加 的 な 促 進 モ ー ド の 何 れ か と す る こ と が で き る 。 探 知 器 ３ ０ は 、 必
要 に 応 じ て オ ペ レ ー タ に 対 し 検 知 状 況 を 提 供 し 得 る よ う に 、 従 来 型 式 の 視 覚 的 又 は 聴 覚 的
イ ン ジ ケ ー タ （ 図 示 せ ず ） を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 装 置 １ １ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ が 所 定 の 距 離 内 の 装 置 １ １ ０ に 対 し 励 起 信 号 を 伝 送 す る と き
、 探 知 器 ３ ０ に 対 し 餌 状 況 及 び 識 別 符 号 の 情 報 を 伝 送 す る 。 探 知 器 ３ ０ の Ｒ Ｆ レ シ ー バ 回
路 ３ ４ は 、 装 置 １ １ ０ か ら 情 報 を 受 け 取 り 且 つ 制 御 装 置 ３ ６ に よ る 操 作 及 び 記 憶 装 置 ３ ８
へ の 記 憶 の た め の 調 整 及 び フ ォ ー マ ッ ト 化 に 適 し た 信 号 を 提 供 す る 。 装 置 １ １ ０ か ら 受 け
取 っ た デ ー タ は 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ を イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ １ に 作 用 可 能 に 接 続 す る こ と
に よ り 、 デ ー タ 収 集 装 置 ４ ０ に 伝 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 更 に 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 な る 別 実 施 例 の シ ロ ア リ 駆 除 過 程
２ ２ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 こ の 過 程 ２ ２ ０ の 段 階 ２ ２ ２ に お い て 、 多 数 の 害 虫 駆 除 装 置 １
１ ０ が 保 護 す べ き 領 域 に 対 し て 隔 て た 関 係 に 設 置 さ れ て い る 。 非 限 定 的 な 一 例 と し て 、 図
１ は 、 保 護 す べ き 建 物 ２ ２ の 周 り に 配 置 さ れ た 多 数 の 装 置 １ １ ０ の １ つ の 可 能 な 分 布 状 態
の 概 略 図 を 示 す 。 こ れ ら 装 置 の １ つ 又 は ２ つ 以 上 を 図 ２ に 装 置 １ １ ０ の 幾 つ か に つ い て 図
示 す る よ う に 、 地 中 に 少 な く と も 一 部 分 、 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 過 程 ２ ２ ０ に つ い て 、 地 中 シ ロ ア リ が 食 物 と し て 好 み 、 又 、 殺 虫 剤 を 含 ま な い 監 視 用 型
式 の も の と し て 餌 部 材 １ ３ ２ を 形 成 し 、 装 置 １ １ ０ を 最 初 に 設 置 す る 。 シ ロ ア リ の 群 が 一
度 び 食 物 源 へ の 経 路 を 確 立 し た な ら ば 、 こ れ ら の シ ロ ア リ は 、 こ の 食 物 源 に 戻 る 傾 向 が あ
る こ と が 分 か っ た 。 そ の 結 果 、 装 置 １ １ ０ は 、 建 物 ２ ２ の よ う な 、 保 護 す べ き 領 域 又 は 構
造 体 の 付 近 に 存 在 す る で あ ろ う 全 て の シ ロ ア リ に 対 す る か か る 経 路 を 確 立 し 得 る よ う に 監
視 す る 形 態 に て 最 初 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 度 び 所 定 位 置 に 配 置 し た な ら ば 、 段 階 ２ ２ ４ に て 、 装 置 １ １ ０ の マ ッ プ を 作 成 す る 。
こ の マ ッ プ は 設 置 し た 装 置 １ １ ０ に 対 す る コ ー ド 化 し た 符 号 に 相 応 す る 標 識 を 含 む 。 一 例
に お い て 、 こ れ ら の 符 号 は 各 装 置 １ １ ０ に 独 得 の も の と す る 。 次 に 、 過 程 ２ ２ ０ の 害 虫 監
視 ル ー プ ２ ３ ０ が 、 段 階 ２ ２ ６ に 入 る よ う に す る 。 段 階 ２ ２ ６ に お い て 、 設 置 し た 装 置 １
１ ０ は 、 周 期 的 に そ の 位 置 を 探 知 し 、 探 知 器 ３ ０ に よ り そ れ ぞ れ の 無 線 通 信 回 路 １ ６ ０ を
探 知 す る こ と に よ り デ ー タ を 各 装 置 １ １ ０ か ら 取 り 込 む 。 こ の デ ー タ は 、 餌 状 況 及 び 識 別
情 報 に 相 応 す る 。 こ の よ う に し て 、 視 覚 的 に 検 査 す る た め 、 装 置 １ １ ０ の 各 々 を 掘 り 出 し
又 は 開 放 す る こ と を 必 要 と せ ず に 、 所 定 の 装 置 １ １ ０ 内 の 害 虫 の 活 動 を 容 易 に 検 知 す る こ
と が で き る 。 更 に 、 か か る 無 線 通 信 技 術 は 、 長 期 間 の 保 存 の た め デ ー タ 収 集 装 置 ４ ０ 内 に
ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と の で き る エ レ ク ト ロ ニ ク ス デ ー タ ベ ー ス を 確 立 し 且 つ 構 築 す る こ と
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 時 間 の 経 過 と 共 に 、 地 中 害 虫 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 移 動 し 勝 ち で あ り 、 時 と し て 、
地 中 に 更 に 深 く 押 し 込 ま れ る こ と が あ る た め 、 そ の 位 置 を 探 知 す る こ と が 難 し く な る 可 能
性 が あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 更 に 、 地 中 の 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 そ の 周 囲 の 植 物 の 成
長 に よ り 隠 れ る 可 能 性 が あ る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 探 知 器 ３ ０ 及 び 多 数 の 装 置 １
１ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ が 最 寄 り の 装 置 １ １ ０ と の み 通 信 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 技
術 は 、 探 知 器 ３ ０ と 装 置 １ １ ０ の 各 々 と の 間 の 通 信 距 離 及 び 装 置 １ １ ０ の 互 い の 位 置 を 適
宜 に 選 ぶ こ と に よ り 実 現 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 個 々 の 各 装 置 １ １ ０ と 順 次 に 通 信 し
得 る よ う に 地 面 に 沿 っ た 経 路 を 走 査 し 又 は 掃 引 す る た め 探 知 器 ３ ０ を 使 用 す る こ と が で き
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る 。 か か る 実 施 の 形 態 の 場 合 、 探 知 器 ３ ０ に よ り 、 装 置 １ １ ０ の 各 々 に 設 け ら れ た 無 線 通
信 サ ブ シ ス テ ム １ ２ ０ は 、 よ り 制 限 さ れ た 視 覚 的 又 は 金 属 検 知 方 法 と 異 な り 、 設 置 後 、 所
定 の 装 置 １ １ ０ の 位 置 を よ り 確 実 に 探 知 す る た め の 方 法 及 び そ の 手 段 を 提 供 す る 。 実 際 上
、 こ の 位 置 探 知 方 法 は 、 各 装 置 及 び ／ 又 は 段 階 ２ ２ ４ に て 発 生 さ れ た マ ッ プ の 特 徴 的 な 標
識 と 組 み 合 わ せ て 利 用 し て 、 段 階 ２ ２ ６ に て １ つ の 箇 所 に 対 し て よ り 迅 速 に 対 処 す る こ と
が で き る 。 更 な る 実 施 の 形 態 に お い て 、 こ の 位 置 探 知 作 業 は 、 所 定 の 装 置 の 位 置 を よ り 正
確 に 探 知 す る こ と を 助 け る べ く 探 知 器 ３ ０ （ 図 示 せ ず ） に 対 し オ ペ レ ー タ 制 御 の 通 信 距 離
調 節 機 能 を 提 供 す る こ と に よ り 、 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、 そ の 他 の 実 施 の
形 態 に お い て 、 識 別 信 号 又 は 調 整 マ ッ プ を 伝 送 す る こ と を 含 ま な い 無 線 通 信 技 術 に よ り 装
置 １ １ ０ を 点 検 す る こ と が で き る 。 更 に 、 代 替 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 探 知 器 ３ ０ に よ
っ て 装 置 １ １ ０ の 位 置 を 探 知 す る こ と は 望 ま し く な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 過 程 ２ ２ ０ は 、 調 整 器 ２ ２ ８ の 作 用 に 入 る 。 調 整 器 ２ ２ ８ は 、 破 損 し た 経 路 １ ５
４ に 相 応 す る 任 意 の 状 況 信 号 は 、 シ ロ ア リ の 活 動 を 示 す か ど う か 試 験 す る 。 調 整 器 ２ ２ ８
の 試 験 の 結 果 が 否 で あ る な ら ば 、 次 に 、 監 視 ル ー プ ２ ３ ０ は 、 段 階 ２ ２ ６ に 戻 っ て 、 再 度
、 探 知 器 ３ ０ に よ り 装 置 １ １ ０ を 監 視 す る 。 ル ー プ ２ ３ ０ は 、 こ の よ う に し て 、 多 数 回 、
繰 り 返 す こ と が で き る 。 典 型 的 に 、 ル ー プ ２ ３ ０ の 反 復 率 は 、 数 日 又 は 数 週 間 程 度 と し 、
ま た 、 変 更 が 可 能 で あ る 。 調 整 器 ２ ２ ８ の 試 験 結 果 が 是 で あ る な ら ば 、 次 に 、 過 程 ２ ２ ０
は 段 階 ２ ４ ０ へ と 進 む 。 段 階 ２ ４ ０ に お い て 、 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス 員 は 検 知 さ れ た 害 虫 の 付
近 に 殺 虫 剤 を 含 ん だ 餌 を 配 置 す る 。 一 例 に お い て 、 こ の 殺 虫 剤 の 配 置 は 、 サ ー ビ ス 員 が キ
ャ ッ プ １ ８ ０ を 除 去 し 、 ハ ン ド ル １ ３ ６ に よ り 害 虫 活 動 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ を ハ ウ ジ ン
グ １ ７ ０ か ら 引 き 抜 く こ と が で き る 。 次 に 、 餌 部 材 １ ３ ２ が 殺 虫 剤 を 含 む 点 を 除 い て 、 害
虫 の 活 動 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ と 実 質 的 に 同 一 と す る こ と が で き る 再 配 置 装 置 を 設 置 す る
。 次 に 、 キ ャ ッ プ １ ８ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ に 係 合 さ せ 、 新 た な ア セ ン ブ リ を チ ャ ン バ １
７ ２ 内 で 固 着 す る 。 こ の 方 法 は 、 監 視 作 動 モ ー ド か ら 絶 滅 作 動 モ ー ド ま で 装 置 １ １ ０ の 形
態 を 変 更 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 他 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 再 配 置 装 置 が 通 信 回 路 の 異 な る 形 態 を 含 む か 又 は 通 信 回 路 が
全 く 存 在 し な い よ う に す る こ と が で き る 。 別 の 代 替 例 に お い て 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 餌 部
材 １ ３ ２ を 、 オ プ シ ョ ン 的 に セ ン サ １ ５ ０ を 交 換 す る こ と に よ り 、 既 存 の 害 虫 感 知 装 置 に
殺 虫 剤 が 追 加 さ れ る 。 更 に 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ を 除 去 し 又 は
除 去 せ ず に 、 殺 虫 剤 入 り 餌 又 は そ の 他 の 材 料 が 追 加 さ れ る 。 更 に 別 の 実 施 の 形 態 に お い て
、 害 虫 の 活 動 に 対 し て 設 置 し た 装 置 １ １ ０ に 隣 接 し て 設 置 さ れ た 異 な る 装 置 内 に 殺 虫 剤 が
提 供 さ れ る 。 段 階 ２ ４ ０ の 殺 虫 剤 配 置 作 業 中 、 可 能 な 限 り 多 数 の シ ロ ア リ を 装 置 １ １ ０ の
付 近 に 戻 し 又 は 保 つ こ と が 好 ま し く 、 こ の 位 置 に て 、 害 虫 の 活 動 が 検 知 さ れ 、 殺 虫 剤 を そ
の 他 の 群 の 部 材 に 供 給 す る た め 巣 へ の 確 立 し た 経 路 が 直 ち に 利 用 可 能 な 経 路 と し て 役 立 ち
得 る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 段 階 ２ ４ ０ の 後 、 監 視 ル ー プ ２ ５ ０ は 段 階 ２ ４ ２ に 入 る 。 段 階 ２ ４ ２ に お い て 、 装 置 １
１ ０ の 周 期 的 な 点 検 を 続 行 す る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 殺 虫 剤 入 り 餌 に 相 応 す る 装
置 １ １ ０ の 検 査 は 、 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス 員 が 視 覚 的 に 行 う 一 方 、 監 視 モ ー ド 中 の 他 の 装 置 １
１ ０ の 検 査 は 、 探 知 器 ３ ０ に て 通 常 、 続 行 さ れ る 。 そ の 他 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 視 覚 的
な 検 査 は 、 毒 入 り 餌 部 材 １ ３ ２ を 有 す る 形 態 と さ れ た 害 虫 の 活 動 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ を
使 用 し て 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 監 視 に よ り 補 助 し 、 又 は こ の エ レ ク ト ロ ニ ク ス 監 視 に よ り 置
換 す る こ と が で き 、 又 は こ の よ う な 方 法 を 組 み 合 わ せ て 行 う こ と が で き る 。 １ つ の 代 替 例
に お い て 、 経 路 １ ５ ４ は 、 殺 虫 剤 入 り 餌 を 監 視 し 得 る よ う に 変 更 し 、 こ の 経 路 が 、 典 型 的
に 、 監 視 モ ー ド に 対 す る 経 路 の 形 態 に 対 し て よ り 多 量 の 餌 が 消 費 さ れ る 迄 、 典 型 的 に 破 壊
さ れ ず 開 放 し た 回 路 を 提 供 し 得 る よ う に す る 。 更 に 別 の 代 替 例 に お い て 、 殺 虫 剤 入 り 餌 は
、 通 常 、 検 査 す る こ と が で き ず 、 そ の 代 わ り 、 シ ロ ア リ が 殺 虫 剤 を 消 費 す る と き 、 シ ロ ア
リ が 混 乱 す る 虞 れ を 少 な く し 得 る よ う に 単 独 に て 残 し て お く こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 段 階 ２ ４ ２ の 後 、 調 整 器 ２ ４ ４ は 、 過 程 ２ ２ ０ を 続 行 す べ き か 否 か に つ い て 作 用 す る 。
調 整 器 ２ ４ ４ の 試 験 結 果 が 是 で あ る な ら ば 、 す な わ ち 、 過 程 ２ ２ ０ を 続 行 す べ き で あ る な
ら ば 、 次 に 、 調 整 器 ２ ４ ６ の 作 用 へ と 進 む 。 調 整 器 ２ ４ ６ に お い て 、 よ り 多 く の 殺 虫 剤 入
り 餌 を 設 置 す る 必 要 が あ る か ど う か を 判 断 す る 。 害 虫 の 活 動 が 既 に 検 知 さ れ た 装 置 に 対 し
消 費 さ れ た 餌 を 補 給 す る た め よ り 多 く の 餌 を 必 要 と す る か 、 又 は 監 視 モ ー ド の ま ま で あ る
装 置 １ １ ０ に 対 し 新 た に 検 知 さ れ た 害 虫 の 活 動 に 相 応 し て 殺 虫 剤 入 り 餌 を 設 置 す る 必 要 が
あ る 。 調 整 器 ２ ４ ６ の 試 験 結 果 が 是 で あ る な ら ば 、 次 に 、 追 加 の 殺 虫 剤 入 り 餌 を 設 置 す べ
く 、 ル ー プ ２ ５ ２ は 段 階 ２ ４ ０ に 戻 る 。 調 整 器 ２ ４ ６ を 介 し て 判 断 さ れ た よ う に 追 加 の 餌
が 不 要 で あ る な ら ば 、 次 に 、 ル ー プ ２ ５ ０ は 、 段 階 ２ ４ ２ を 繰 り 返 し 得 る よ う に 戻 る 。 調
整 器 ２ ４ ４ の 試 験 結 果 が 否 で な い 限 り 、 こ の よ う に し て ル ー プ ２ ５ ０ 、 ２ ５ ２ が 繰 り 返 さ
れ る 。 ル ー プ ２ ５ ０ 、 ２ ５ ２ の 反 復 率 、 及 び こ れ に 相 応 し て 段 階 ２ ４ ２ を 順 次 実 行 す る 間
の 間 隔 は 、 数 日 又 は 数 週 間 程 度 と し 且 つ 変 更 が 可 能 で あ る 。 調 整 器 ２ ４ ４ の 試 験 結 果 が 否
で あ る な ら ば 、 次 に 、 段 階 ２ ６ ０ に お い て 装 置 １ １ ０ の 位 置 を 探 知 し 且 つ 除 去 し 、 過 程 ２
２ ０ は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ つ の 代 替 的 な 過 程 に お い て 、 段 階 ２ ４ ２ に お い て 追 加 的 な 害 虫 の 活 動 を 監 視 す る こ と
は 望 ま し く な い 。 そ の 代 わ り 、 監 視 装 置 に 対 し 検 知 す る こ と が で き ず 、 又 は 段 階 ２ ４ ２ の
一 部 と し て 監 視 装 置 を 除 去 す る こ と が で き る 。 別 の 代 替 例 に お い て 、 監 視 モ ー ド の 形 態 と
さ れ た 装 置 １ １ ０ を 再 配 置 し 、 そ の 数 を 増 や し 又 は そ の 数 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ に は 本 発 明 の 別 の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 の 害 虫 駆 除 装 置 ３ １ ０ が 図 示 さ れ て
お り 、 こ の 場 合 、 図 １ 乃 至 図 ６ に 関 し て 上 述 し た 特 徴 と 同 様 の 部 分 は 同 様 の 参 照 番 号 で 表
示 さ れ る 。 装 置 ３ １ ０ は 受 動 型 感 知 装 置 ３ ３ ０ を 含 む 。 感 知 装 置 ３ ３ ０ は 、 上 述 し た よ う
に 、 ２ つ の 餌 部 材 １ ３ ２ と 、 支 持 部 材 ３ ３ ４ と 、 感 知 部 材 ３ ５ １ を 有 す る セ ン サ ３ ５ ０ と
、 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ と を 備 え る 。 図 ３ 及 び 図 ４ に 関 し て 監 視 ア セ ン ブ リ １
３ ０ に つ い て 上 述 し た よ う に 、 餌 部 材 １ ３ ２ の 間 に て 部 材 １ ３ ４ 、 １ ５ １ を 組 み 立 て る 場
合 と 同 様 の 方 法 に て 、 部 材 ３ ３ ４ 、 ３ ５ １ が 餌 部 材 １ ３ ２ の 間 に て 組 み 立 て 得 る よ う に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 感 知 部 材 ３ ５ １ は 、 基 板 ３ ５ ２ と 、 導 電 性 経 路 ３ ５ ４ と を 備 え る 。 経 路 ３ ５ ４ は 、 基 板
３ ５ ２ に 接 続 さ れ 且 つ ア セ ン ブ リ １ ３ ０ の 経 路 １ ５ ４ に 関 し て 説 明 し た 方 法 に て 容 易 に 破
壊 し て 開 放 回 路 を 形 成 し 得 る よ う に す る こ と が で き る 。 経 路 ３ ５ ４ は 、 害 虫 が 破 壊 す る 前
に 、 閉 じ た 導 電 性 部 分 を 形 成 し 得 る よ う に 受 動 型 Ｒ Ｆ ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ に 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ は 、 無 線 通 信 回 路 １ ６ ０ と 同 一 の 形 態 と す る こ と が
で き る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 、 セ ン サ ３ ５ ０ と 一 体 の 封 入 し た 形 態
に て 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ を 特 に 参 照 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ 内 に 取 り 付 け ら れ た 感 知 装 置 ３ ３ ０ が 図 示 さ
れ て い る 。 更 に 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ の 周 り に 取 り 付 け ら れ た 回 路 ハ ウ ジ ン グ ２ ７ ０ が
図 示 さ れ て い る 。 装 置 ３ １ ０ は 、 能 動 型 回 路 ３ ７ ０ を 更 に 備 え て い る 。 回 路 ３ ７ ０ は 、 探
知 回 路 ３ ８ ０ と 、 能 動 型 無 線 通 信 回 路 ３ ９ ０ と を 備 え て い る 。 探 知 回 路 ３ ８ ０ は 、 回 路 基
板 ３ ８ ４ の 外 周 に 巻 か れ た ア ン テ ナ コ イ ル ３ ８ ２ を 備 え て い る 。 探 知 回 路 ３ ８ ０ は 、 基 板
３ ８ ４ に 取 り 付 け ら れ た コ イ ル ３ ８ ２ を 含 む 構 成 要 素 ３ ８ ５ か ら 成 っ て い る 。 通 信 回 路 ３
９ ０ は 、 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ （ Ｔ Ｘ Ｒ ／ Ｒ Ｘ Ｒ ） の 形 態 を し て お り 且 つ 探 知 回 路 ３
８ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 通 信 回 路 ３ ９ ０ は 、 基 板 ３ ９ ４ に 取 り 付 け ら れ た 構 成 要
素 ３ ９ ５ か ら 成 っ て い る 。 構 成 要 素 ３ ９ ５ は 、 釦 形 形 状 の 電 気 化 学 電 池 又 は か か る 電 池 の
バ ッ テ リ の よ う な 電 源 ３ ９ ６ を 含 む 。 通 信 回 路 ３ ９ ０ は 、 別 個 の ア ン テ ナ を 含 み 又 は １ つ
又 は ２ つ 以 上 の 探 知 回 路 ３ ８ ０ の ア ン テ ナ を 使 用 す る こ と が で き る 。 図 ８ に 図 示 し た 装 置
３ １ ０ の 構 成 要 素 ３ ８ ５ 、 ３ ９ ５ は 単 に 一 例 に し か 過 ぎ ず 、 外 観 の 異 な る 構 成 要 素 を よ り
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多 数 又 は よ り 少 数 含 む こ と が で き る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 基 板 ３ ８ ４ 、 ３ ９ ４ は 、 感 知 装 置 ３ ３ ０ の ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ の 上 方 に て ハ ウ ジ ン グ
２ ７ ０ 内 に 積 重 ね た 配 置 状 態 で 組 み 立 て ら れ て い る 。 全 体 と し て 、 害 虫 感 知 装 置 ３ ３ ０ （
ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ を 含 む ） 及 び 能 動 型 回 路 ３ ７ ０ は 、 監 視 装 置 ３ ４ ５ を 画 成 す る 。 キ
ャ ッ プ １ ８ ０ は 、 上 述 し た よ う に 作 用 し て 、 監 視 装 置 ３ ４ ５ を ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ 内 に て 取
り 外 し 可 能 に 包 み 込 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 の 通 信 装 置 ３ ２ ０ が ブ ロ ッ ク 図 の 形 態 で 図
示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 同 様 の 部 品 は 上 述 し た の と 同 一 の 参 照 番 号 で 表 示 す る 。 シ ス テ
ム ３ ２ ０ は 、 上 述 し た 探 知 器 ３ ０ と 、 典 型 的 な 害 虫 駆 除 装 置 ３ １ ０ の 監 視 装 置 ３ ４ ５ と 、
デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ と を 備 え て い る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ は 、 概 略 図 的 に 図 示 し た セ
ン サ ３ ５ ０ の 経 路 ３ ５ ４ に ス イ ッ チ に よ り 接 続 さ れ 、 監 視 ア セ ン ブ リ １ ３ ０ に 関 し て 説 明
し た 仕 方 で 害 虫 の 活 動 感 知 ル ー プ を 提 供 す る 。 探 知 回 路 ３ ８ ０ は 、 励 起 回 路 ３ ８ １ と 、 レ
シ ー バ （ Ｒ Ｘ Ｒ ） 回 路 ３ ８ ３ と を 含 む 。 回 路 ３ ８ １ 、 ３ ８ ３ は 、 探 知 器 ３ ０ の 回 路 ３ ２ 、
３ ４ と 同 等 の 形 態 と す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 回 路 ３ ８ １ 、 ３ ８ ３ の 各 々 が 異 な る 回 路
を 有 す る 状 態 で 図 示 さ れ て い る 、 そ の 他 の 実 施 の 形 態 に て 共 通 の コ イ ル を 使 用 す る こ と が
で き る 。 回 路 ３ ８ ０ は 、 能 動 型 無 線 通 信 回 路 ３ ９ ０ の 内 部 電 源 ３ ９ ６ に よ っ て 励 起 さ れ る
（ 図 ８ 参 照 ） 。 回 路 ３ ８ ０ 、 通 信 回 路 ３ ９ ０ 、 又 は そ の 双 方 は 、 以 下 に 説 明 す る 装 置 ３ １
０ が 作 動 す る た め の 制 御 装 置 又 は そ の 他 の 論 理 装 置 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ は プ ロ セ ッ サ ３ ４ ２ に 作 用 可 能 に 接 続 さ れ た 能 動 型 ト ラ ン ス ミ ッ
タ ／ レ シ ー バ ３ ４ ８ を 含 む 。 プ ロ セ ッ サ ３ ４ ２ は 、 記 憶 装 置 ３ ４ ４ に 作 用 可 能 に 接 続 さ れ
て い る 。 プ ロ セ ッ サ ３ ４ ２ 及 び 記 憶 装 置 ３ ４ ４ は 、 シ ス テ ム ２ ０ の プ ロ セ ッ サ ４ ２ 及 び 記
憶 装 置 ４ ４ と そ れ ぞ れ 同 一 と す る こ と が で き る 。 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ は 又 上 述 し た よ う
に 、 探 知 器 ３ ０ の Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ と 相 互 に 接 続 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 ４ １ を 備 え て い
る 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ は 、 多 数 の 装 置 ３ １ ０ か ら デ ー タ
を 収 集 し 得 る よ う に 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス 用 に 設 け ら れ た 特 別 な 処 理 装 置 の 形 態 を し て い る 。
別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ は 、 上 述 し た 特 徴 を 提 供 し 得 る よ う に １
つ 又 は ２ つ 以 上 の 特 別 な 構 成 要 素 を 有 す る ラ ッ プ ト ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 形 態 に て 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 全 体 と し て 、 図 ７ 及 び 図 ９ を 参 照 す る と 、 シ ス テ ム ３ ２ ０ を 作 動 さ せ る １ つ の 過 程 は 、
装 置 １ １ ０ に 関 し て 説 明 し た 仕 方 に て 多 数 の 害 虫 駆 除 装 置 ３ １ ０ を 設 置 す る こ と を 含 む 。
一 度 び 設 置 し た な ら ば 、 装 置 ３ １ ０ は 、 多 数 の モ ー ド に て 探 知 可 能 で あ る よ う に 配 置 さ れ
る 。 １ つ の モ ー ド に お い て 、 受 動 型 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ は 、 装 置 １ １ ０ に つ い て 説 明 し
た よ う に 探 知 器 ３ ０ に よ り 励 起 さ れ る 。 従 っ て 、 探 知 器 ３ ０ は 、 装 置 の 識 別 符 号 及 び 餌 状
況 を 表 わ す 情 報 を 受 け 取 る 。 こ の 情 報 は 、 探 知 器 ３ ０ か ら デ ー タ 収 集 装 置 ４ ０ 又 は ３ ４ ０
に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 別 の 作 動 モ ー ド に お い て 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ は 、 装 置 ３ １ ０ に 搭 載 し た 位 置 探 知 回
路 ３ ８ ０ に よ り 探 知 さ れ る 。 こ の モ ー ド の 場 合 、 デ ー タ 制 御 装 置 ３ ４ ０ が ト ラ ン ス ミ ッ タ
／ レ シ ー バ ３ ４ ８ か ら 装 置 ３ ４ ５ の 通 信 回 路 ３ ９ ０ に 探 知 命 令 を 送 る と き 、 位 置 探 知 が 開
始 さ れ る 。 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ ３ ４ ８ は 、 各 装 置 ３ １ ０ に 特 有 の 命 令 を 送 る こ と が
で き 、 所 定 の 装 置 ３ １ ０ の 通 信 回 路 ３ ９ ０ は 、 そ の 他 の 装 置 ３ １ ０ に 対 す る 命 令 を 無 視 し
且 つ そ れ 自 体 の 命 令 に 応 答 し 得 る 形 態 と さ れ て い る 。 こ れ ら の 命 令 は 、 装 置 ３ １ ０ の 各 ト
ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ に 特 有 の 識 別 コ ー ド に 従 っ て 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 通 信 回 路 ３ ９ ０ が 的 確 な 命 令 を 一 度 び 受 け た な ら ば 、 該 通 信 回 路 は 、 相 応 す る 励 起 回 路
３ ８ １ を 作 動 さ せ て Ｒ Ｆ 励 起 信 号 を 発 生 さ せ る 。 こ の 励 起 信 号 は 、 受 動 型 ト ラ ン ス ポ ン ダ
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３ ６ ０ を 作 動 さ せ 、 Ｒ Ｆ 伝 送 を 介 し て 餌 状 況 及 び 識 別 情 報 を 送 る 。 レ シ ー バ 回 路 ３ ８ ３ は
、 ト ラ ン ス ポ ン ダ ３ ６ ０ か ら 伝 送 信 号 を 受 け 取 り 且 つ そ の 信 号 を 通 信 回 路 ３ ９ ０ に 送 る 。
通 信 回 路 ３ ９ ０ は 、 レ シ ー バ 回 路 ３ ８ ３ に よ り 送 ら れ た 情 報 を 受 け 取 り 且 つ そ の 情 報 を Ｒ
Ｆ 通 信 の 形 態 に て デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ に 伝 送 す る 。 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ ３ ４ ８ は
、 装 置 ３ １ ０ か ら 伝 送 さ れ た 情 報 を 受 け 取 る 。 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ ３ ４ ８ は 、 そ の
情 報 を そ の Ｒ Ｆ 形 態 か ら プ ロ セ ッ サ ３ ４ ２ に よ り 操 作 し 且 つ 記 憶 装 置 ３ ４ ４ に 記 憶 さ せ る
の に 適 し た 形 態 に 変 換 す る 。 本 明 細 書 に て 使 用 す る よ う に 、 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ （
Ｔ Ｘ Ｒ ／ Ｒ Ｘ Ｒ ） は 、 ト ラ ン シ ー バ の よ う な 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 回 路 構 成 要 素 を 共 有 す
る ト ラ ン ス ミ ッ タ 及 び レ シ ー バ を 広 く 意 味 し 、 又 は 独 立 的 な 伝 送 及 び 受 信 回 路 と し て そ れ
ぞ れ 設 け ら れ た も の を 意 味 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム ４ ２ ０ が 図 示 さ れ て い る
。 こ の 場 合 、 同 様 の 部 品 に は 、 上 述 し た の と 同 様 の 参 照 番 号 が 使 用 さ れ て い る 。 シ ス テ ム
４ ２ ０ は 、 地 面 Ｇ 内 に 設 置 さ れ た 多 数 の 装 置 ３ １ ０ と 、 図 １ ０ に 概 略 的 に 図 示 す る よ う に
建 物 ４ ２ ２ を 保 護 す る た め の 多 数 の 地 上 装 置 ４ １ ０ と を 備 え て い る 。 装 置 ４ １ ０ の 各 々 は
、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ と 比 較 し て 建 物 ４ ２ ２ 内 に 配 置 す る の に よ り 適 し た 、 異 な る ハ ウ ジ ン
グ 内 に 装 置 ３ ４ ５ を 含 ん で い る 。 シ ス テ ム ４ ２ ０ は 、 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ を 有 す る 車 両
４ ３ ０ を 更 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 全 体 と し て 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 図 １ １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に は 、 本 発 明 の 更
な る 実 施 の 形 態 の シ ロ ア リ 駆 除 過 程 ５ ２ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 過 程 ５ ２ ０ の 段 階 ５ ２ ２ に
お い て 、 図 １ ０ に 概 略 図 的 に 図 示 す る よ う に 、 建 物 ４ ２ ２ 内 及 び そ の 周 囲 に 多 数 の 装 置 ３
１ ０ 及 び ４ １ ０ が 設 置 さ れ る 。 段 階 ５ ２ ４ に お い て 、 装 置 の 識 別 符 号 に 特 有 の 装 置 ３ １ ０
、 ４ １ ０ の マ ッ プ が 作 成 さ れ る 。 監 視 ル ー プ ５ ３ ０ は 段 階 ５ ２ ６ に 入 る 。 段 階 ５ ２ ６ に て
、 車 両 ４ ３ ０ は 、 設 置 し た 装 置 ３ １ ０ 及 び ４ １ ０ の 所 定 の 通 信 距 離 内 に 配 置 さ れ て い る 。
次 に 、 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ を 作 動 さ せ 、 設 置 し た 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 各 々 に 対 し 相 応
す る 情 報 を 送 り 、 そ の 箇 所 に お け る 各 装 置 に 関 す る 情 報 を 遠 隔 的 に ダ ウ ン ロ ー ド す る 。 デ
ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ の プ ロ セ ッ サ ３ ４ ２ は こ の 情 報 を 評 価 す る 。 こ の 評 価 に 従 っ て 、 調 整
器 ５ ２ ８ は 、 害 虫 が 検 知 さ れ た か ど う か を 試 験 す る 。 調 整 器 ５ ２ ８ に て 害 虫 が 何 ら 検 知 さ
れ な か っ た な ら ば 、 ル ー プ ５ ３ ０ は 周 期 的 な 監 視 を 続 行 す べ く 段 階 ５ ２ ６ に 戻 る 。 典 型 的
に 、 所 定 の 箇 所 に 対 し 段 階 ５ ２ ６ の 作 業 の 間 に 数 日 又 は 数 週 間 経 過 し 、 ま た 、 ル ー プ ５ ３
０ の 反 復 周 期 は 変 更 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 車 両 ４ ３ ０ は 、 段 階 ５ ２ ６ の 周 期 的 な 点 検 の 間
、 そ の 他 の 組 の 害 虫 検 知 装 置 を 検 査 す べ く 他 の 箇 所 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 調 整 器 ５ ２ ８ に て 害 虫 の 活 動 が 検 知 さ れ た な ら ば 、 段 階 ５ ３ ２ に て 探 知 器 ３ ０ に よ り 個
々 の 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 位 置 を 探 知 す る こ と が で き る 。 段 階 ５ ４ ０ の 過 程 ２ ２ ０ に 関 し
て 説 明 し た よ う に 、 害 虫 の 活 動 が 表 示 さ れ る 箇 所 に て 殺 虫 剤 入 り 餌 が 設 置 さ れ る 。 段 階 ５
４ ２ に お い て 、 車 両 ４ ３ ０ に よ り 周 期 的 な 遠 隔 位 置 探 知 が 再 開 さ れ る 。 次 に 、 調 整 器 ５ ４
４ を 作 用 さ せ る 。 調 整 器 ５ ４ ４ は 、 過 程 ５ ２ ０ を 続 行 さ せ る べ き か ど う か を 試 験 す る 。 過
程 ５ ２ ０ を 続 行 す べ き 場 合 、 調 整 器 ５ ４ ６ を 作 用 さ せ る 。 調 整 器 ５ ４ ６ は 、 過 程 ２ ２ ０ の
調 整 器 ２ ４ ６ と 同 様 に 、 よ り 多 く の 殺 虫 剤 入 り 餌 が 必 要 と さ れ る か ど う か を 試 験 す る 。 よ
り 多 く の 餌 が 不 要 で あ る な ら ば 、 ル ー プ ５ ５ ０ は 、 段 階 ５ ４ ２ に 戻 っ て 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １
０ の 遠 隔 監 視 を 続 行 す る 。 よ り 多 く の 殺 虫 剤 入 り 餌 が 必 要 で あ る な ら ば 、 次 に 、 ル ー プ ５
５ ２ は 、 段 階 ５ ４ ０ に 戻 っ て 殺 虫 剤 入 り 餌 を 配 置 す る 。 段 階 ５ ３ ２ の 場 合 と 同 様 に 、 装 置
３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 位 置 を 感 知 し 且 つ 調 整 器 ５ ４ ６ を 介 し て よ り 多 く の 餌 が 必 要 で あ る こ と
が 表 示 さ れ た 時 、 探 知 器 ３ ０ に て 個 々 に 探 知 す る 。 典 型 的 に 、 ル ー プ ５ ５ ０ 、 ５ ５ ２ は 、
段 階 ５ ４ ０ 、 ５ ４ ２ を 実 施 す る 間 、 相 応 す る 間 隔 に て 数 日 又 は 数 週 間 程 度 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 調 整 器 ５ ４ ４ の 試 験 結 果 が 否 で あ る な ら ば 、 段 階 ５ ６ ０ に て 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 位 置
を 探 知 し 且 つ 除 去 す る 。 段 階 ５ ６ ０ に て 、 探 知 器 ３ ０ を 使 用 し て 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 位
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置 を 探 知 す る こ と が で き る 。 次 に 、 過 程 ５ ２ ０ は 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 害 虫 除 去 サ ー ビ ス 員 が 車 両 ４ ３ ０ か ら 離 れ る こ と を 必 要 と せ ず に 、 過 程 ５ ２ ０ は 監 視 ル
ー プ ５ ３ ０ 、 ５ ５ ０ の 作 業 を 容 易 に す る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 実 際 上 、 １ つ の 代 替 的
な 実 施 の 形 態 に お い て 、 車 両 ４ ３ ０ を 目 標 と す る 箇 所 の 脇 を 移 動 す る 間 に 、 段 階 ５ ２ ６ 、
５ ４ ２ に お い て 位 置 探 知 を 行 う こ と が で き 、 殺 虫 剤 入 り 餌 の 供 給 又 は 補 給 と い っ た よ う な
、 個 々 の 装 置 の サ ー ビ ス の 必 要 性 を 決 定 し 且 つ 別 個 に 計 画 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 １ ２ は 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム ６ ２ ０ を 示 す 。 こ の 場 合 、 上 述 し た も
の と 同 様 の 参 照 番 号 は 同 様 の 部 品 を 表 示 す る 。 図 １ ２ に は 、 シ ス テ ム ６ ２ ０ の 建 物 ６ ２ ２
が 概 略 図 的 に 図 示 さ れ て い る 。 シ ス テ ム ６ ２ ０ は ま た 、 建 物 を 害 虫 か ら 保 護 し 得 る よ う に
建 物 ６ ２ ２ に 対 し て 選 択 し た 位 置 に 配 置 さ れ た 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ を 含 む 。 シ ス テ ム ６ ２
０ は 、 建 物 ６ ２ ２ 内 に 配 置 さ れ た デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０ を 更 に 含 む 。 デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４
０ は 、 通 信 チ ャ ネ ル ６ ５ ０ を 介 し て デ ー タ 収 集 箇 所 ６ ４ ０ と 接 続 し て い る 。 チ ャ ネ ル ６ ５
０ は 、 電 話 線 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の よ う な コ ン ピ ュ ー タ 回 路 又 は 当 業 者 に よ り 案 出 さ れ る で
あ ろ う そ の 他 の 型 式 の 通 信 チ ャ ネ ル と す る こ と が で き る 。 シ ス テ ム ６ ２ ０ は 、 例 え ば 、 過
程 ２ ２ ０ 又 は ５ ２ ０ に 従 っ て 作 動 可 能 で あ る 。 デ ー タ 制 御 装 置 ３ ４ ０ を デ ー タ 収 集 装 置 ６
４ ０ に 接 続 す れ ば 、 害 虫 除 去 サ ー ビ ス 員 が 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ を 周 期 的 に 探 知 す る た め に
移 動 す る こ と が 不 要 と な る 。 そ の 代 わ り 、 チ ャ ネ ル ６ ５ ０ を 介 し て デ ー タ 収 集 装 置 ３ ４ ０
に 送 ら れ た 適 当 な 命 令 に よ り 位 置 探 知 を 適 時 に 促 す こ と が で き る 。 こ の 位 置 探 知 の 結 果 を
デ ー タ 収 集 箇 所 ６ ４ ０ に 報 告 し 且 つ 評 価 し て 、 個 々 の 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の サ ー ビ ス が 表
示 さ れ た と き の み 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス 員 が 出 向 く よ う 設 定 す る こ と が で き る 。 個 々 の サ ー ビ
ス が 表 示 さ れ た な ら ば 、 そ の デ ー タ を 使 用 し て 何 れ の 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ が サ ー ビ ス を 必
要 と し て い る の か を 決 定 す る こ と が で き る 。 サ ー ビ ス を 必 要 と す る 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の
位 置 を 探 知 す る こ と が 困 難 で あ る な ら ば 、 過 程 ２ ２ ０ に 関 し て 説 明 し た 仕 方 に よ り 目 標 と
す る 装 置 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ の 位 置 を 決 定 す る た め 探 知 器 ３ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ３ に は 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム ７ ２ ０ が 図 示 さ れ て い る
、 こ の 場 合 、 上 述 し た も の と 同 様 の 部 品 は 同 様 の 参 照 番 号 で 表 示 す る 。 シ ス テ ム ７ ２ ０ は
、 探 知 器 ７ ３ ０ と 害 虫 駆 除 装 置 ７ １ ０ と を 備 え て い る 。 害 虫 駆 除 装 置 ７ １ ０ は 、 害 虫 が 消
費 し 且 つ ／ 又 は 害 虫 に よ り 変 位 さ れ る よ う に 配 置 さ れ た 害 虫 監 視 部 材 ７ ３ ２ を 含 む 。 一 例
に お い て 、 部 材 ７ ３ ２ は 、 シ ロ ア リ の 場 合 、 木 の よ う な 害 虫 食 餌 可 能 な 材 料 ７ ３ ４ と 、 材
料 ７ ３ ４ に お け る 被 覆 の 形 態 の 磁 気 材 料 ７ ３ ６ と を 含 む 餌 の 形 態 と さ れ て い る 。 磁 気 材 料
７ ３ ６ は 、 材 料 ７ ３ ４ と し て 作 用 す る 木 髄 に 付 与 さ れ た 磁 気 イ ン ク 又 は 塗 料 と す る こ と が
で き る 。 そ の 他 の 実 施 例 に お い て 、 材 料 ７ ３ ４ は 、 地 中 シ ロ ア リ の 場 合 、 独 立 気 泡 構 造 の
よ う な 典 型 的 に 、 標 的 と す る 害 虫 に よ り 除 去 し 又 は 変 位 さ れ る 、 木 以 外 の 物 質 に て 形 成 す
る こ と が で き る 。 更 に 別 の 実 施 例 に お い て 、 材 料 ７ ３ ４ は 、 食 物 及 び 食 物 以 外 の 構 成 要 素
で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 装 置 ７ １ ０ は 、 磁 気 符 号 セ ン サ ７ ９ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 無 線 通 信 回 路 ７ ８ ０ を 更 に
備 え て い る 。 セ ン サ ７ ９ ０ は 、 磁 気 材 料 ７ ３ ６ に よ り 発 生 さ れ た 磁 界 の 変 化 に 基 づ く 抵 抗
の 変 化 を 検 知 し 得 る よ う に 部 材 ７ ３ ２ に 対 し 所 定 の 方 向 に 固 定 さ れ た 一 連 の 磁 気 レ ジ ス タ
７ ９ ４ を 備 え て い る 。 か か る 変 更 は 、 例 え ば 、 害 虫 に よ り 部 材 ７ ３ ２ が 消 費 さ れ 、 変 位 さ
れ 又 は そ の 他 の 方 法 で 部 材 ７ ３ ２ か ら 除 去 さ れ る よ う な と き に 生 じ る 。 セ ン サ ７ ９ ０ は 、
部 材 ７ ３ ２ の 磁 気 符 号 を 特 徴 付 け る 手 段 を 提 供 す る 。 代 替 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 セ ン
サ ７ ９ ０ は 、 単 一 の 磁 気 レ ジ ス タ に 基 づ く も の と し 、 又 は ホ ー ル 効 果 セ ン サ 又 は リ ラ ク タ
ン ス 利 用 の 感 知 装 置 の よ う な 代 替 的 な 型 式 の 磁 界 感 知 装 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 セ ン サ ７ ９ ０ か ら の 磁 界 情 報 は 通 信 回 路 ７ ８ ０ に よ り 可 変 デ ー タ と し て 伝 送 す る こ と が
で き る 。 回 路 ７ ８ ０ は 、 通 信 回 路 １ ６ ０ に つ い て 説 明 し た よ う に 、 特 徴 的 な 装 置 の 識 別 符
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号 及 び ／ 又 は 別 個 の 餌 状 況 信 号 を 更 に 伝 送 す る こ と が で き る 。 回 路 ７ ８ ０ 、 セ ン サ ７ ９ ０
又 は そ の 双 方 は 、 受 動 型 又 は 能 動 型 の 性 質 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 探 知 器 ７ ３ ０ は 、 装 置 ７ １ ０ の 回 路 ７ ８ ０ と 無 線 通 信 を 行 う よ う 作 動 可 能 な 通 信 回 路 ７
３ ５ を 含 む 。 １ つ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 回 路 ７ ８ ０ 及 び セ ン サ ７ ９ ０ は 、 受 動 型 で あ り
、 回 路 ７ ８ ０ は 、 Ｒ Ｆ タ グ の 形 態 と さ れ て い る 。 こ の 実 施 の 形 態 の 場 合 、 通 信 回 路 ７ ３ ５
は 、 装 置 ７ １ ０ と 無 線 通 信 を 行 い 得 る よ う に 探 知 器 ３ ０ の 回 路 ３ ２ 、 ３ ４ と 同 等 の 形 態 と
さ れ て い る 。 そ の 他 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 装 置 ７ １ ０ は 、 装 置 ３ １ ０ と 同 様 の 仕 方 に て
、 受 動 型 ト ラ ン ス ポ ン ダ と 、 搭 載 型 探 知 器 と 、 能 動 型 通 信 回 路 と を 含 み 得 る よ う に す る こ
と が で き 、 又 は 、 完 全 に 能 動 型 と す る こ と が で き る 。 こ れ ら 代 替 例 の 場 合 、 探 知 器 ７ ３ ０
が こ れ に 相 応 し て 作 用 可 能 と さ れ 、 探 知 器 ７ ３ ０ に 代 え て デ ー タ 収 集 装 置 を 使 用 し 又 は そ
の 双 方 の 方 法 の 組 み 合 せ を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 探 知 器 ７ ３ ０ は 、 餌 状 況 及 び 識 別 情 報 に 加 え て 又 は こ れ に 代 え て 磁 気 符 号 情 報 を 受 け 取
り 、 操 作 し 且 つ 記 憶 可 能 な 形 態 と さ れ る 点 を 除 い て 、 制 御 装 置 ３ ６ 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ３ ７ 及
び 探 知 器 ３ ０ の 記 憶 装 置 ３ ８ と 同 一 で あ る 制 御 装 置 ７ ３ １ と 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ７ ３ ７ と 、 記
憶 装 置 ７ ３ ８ と を 備 え て い る 。 害 虫 の 消 費 振 舞 い を 特 徴 付 け る た め 、 磁 気 符 号 情 報 を 評 価
す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 理 解 す べ き で あ る 。 こ の 振 舞 い は 、 餌 の 補 給 の 必 要 性 及 び 害
虫 の 食 餌 パ タ ー ン に 関 す る 予 測 を 確 立 す べ く 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ４ は 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 の シ ス テ ム ８ ２ ０ を 示 す 。 シ ス テ ム ８ ２ ０ は 、 害
虫 駆 除 装 置 ８ １ ０ と 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ と を 備 え て い る 。 装 置 ８ １ ０ は 、 対 象 と す る 害
虫 が 消 費 し 且 つ ／ 又 は 変 位 さ せ 得 る よ う に 配 置 さ れ た 監 視 部 材 ８ ３ ２ を 備 え て い る 。 部 材
８ ３ ２ は 、 そ の 全 体 に 亙 っ て 磁 気 材 料 ８ ３ ６ が 分 散 さ れ た マ ト リ ッ ク ス ８ ３ ４ を 含 む 。 材
料 ８ ３ ６ は 、 マ ト リ ッ ク ス ８ ３ ４ 内 の 粒 子 数 と し て 概 略 図 的 に 表 示 さ れ る 。 マ ト リ ッ ク ス
８ ３ ４ は 、 食 物 組 成 、 非 食 物 組 成 又 は こ れ ら の 組 み 合 せ を 有 す る よ う に す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 装 置 ８ １ ０ は 、 通 信 回 路 ８ ８ ０ と 、 該 通 信 回 路 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た セ ン サ 回 路
８ ９ ０ と を 備 え て い る 。 回 路 ８ ９ ０ は 、 消 費 さ れ 、 変 位 さ れ 又 は そ の 他 の 方 法 で 部 材 ８ ３
２ か ら 除 去 さ れ た と き 、 材 料 ８ ３ ６ に よ り 発 生 さ れ た 磁 界 の 変 化 を 検 知 す べ く 部 材 ８ ３ ２
に 対 し て 固 定 さ れ た 一 連 の 磁 気 レ ジ ス タ ８ ９ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 回 路 ８ ９ ０ は 、 温 度 、 湿 度 及 び 大 気 圧 力 を そ れ ぞ れ 検 知 し 得 る 形 態 と さ れ た 多 数 の 環 境
（ Ｅ Ｎ Ｖ ） セ ン サ ８ ９ ４ ａ 、 ８ ９ ４ ｂ 、 ８ ９ ４ ｃ を 更 に 備 え て い る 。 こ れ ら の セ ン サ ８ ９
４ 、 ８ ９ ４ ａ 、 ８ ９ ４ ｂ 、 ８ ９ ４ ｃ は 、 基 板 ８ ３ ８ に 接 続 さ れ て お り 、 又 、 関 係 し た 装 置
と 適 合 可 能 な デ ジ タ ル 又 は ア ナ ロ グ 形 態 の 何 れ か の 信 号 を 提 供 す る こ と が で き る 。 こ れ に
相 応 し て 、 回 路 ８ ９ ０ は 、 セ ン サ ８ ９ ４ ａ 、 ８ ９ ４ ｂ 、 ８ ９ ４ ｃ か ら の 信 号 を 調 整 し 且 つ
そ の 形 態 を 設 定 し 得 る 形 態 と さ れ て い る 。 ま た 、 回 路 ８ ９ ０ は 、 磁 気 レ ジ ス タ ８ ９ ４ に よ
り 、 検 知 さ れ た 磁 気 符 号 に 相 応 す る 信 号 を 調 整 し 且 つ そ の 形 態 を 設 定 す る 。 回 路 ８ ９ ０ に
よ り 提 供 さ れ た 感 知 し た 情 報 は 、 通 信 回 路 ８ ８ ０ に よ り デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ に 伝 送 さ れ る
。 通 信 回 路 ８ ８ ０ は 、 装 置 １ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ に 関 し て 説 明 し た よ う に 、 別 個 の 餌 状
況 情 報 と 、 装 置 の 標 識 と の 何 れ か 一 方 、 又 は そ の 双 方 を 備 え る こ と が で き る 。 回 路 ８ ８ ０
及 び 回 路 ８ ９ ０ は 、 各 々 、 受 動 型 と し 又 は 能 動 型 と し 、 或 い は 、 そ の 双 方 の 組 み 合 わ せ と
し 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ は 選 択 し た 方 法 に 従 っ て 、 通 信 可 能 で あ る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Ｒ Ｆ タ グ 技 術 に 基 づ く 回 路 ８ ８ ０ の 能 動 型 の 実 施 の 形 態 の 場 合 、 そ の 制 御 装 置 が 回 路 ８
９ ０ に よ り 提 供 さ れ た 感 知 情 報 の 異 な る 形 態 を 操 作 し 且 つ 記 憶 し 得 る よ う に 配 置 さ れ る 点
を 除 い て 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ は 、 探 知 器 ３ ０ と 同 一 の 形 態 と さ れ て い る 。 別 の 実 施 の 形
態 に お い て 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ は 、 回 路 ８ ８ ０ の 能 動 型 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ の 形
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態 と 通 信 す べ く 標 準 的 な 能 動 型 ト ラ ン ス ミ ッ タ ／ レ シ ー バ の 形 態 と す る こ と が で き る 。 更
に 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ 及 び 装 置 ８ １ ０ は 、 デ ー タ の 交 換 を 容 易
に し 得 る よ う に 硬 線 接 続 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト に は 、 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 の 過 程 ９ ２ ０ が 図 示 さ れ て
い る 。 過 程 ９ ２ ０ の 段 階 ９ ２ ２ に お い て 、 デ ー タ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 装 置 ８ １ ０ か ら
収 集 さ れ る 。 段 階 ９ ２ ４ に お い て 、 装 置 ８ １ ０ か ら 収 集 さ れ た デ ー タ は 、 セ ン サ ８ ９ ４ ａ
、 ８ ９ ４ ｂ 、 ８ ９ ４ ｃ に よ り 決 定 さ れ た 環 境 条 件 及 び 装 置 ８ １ ０ の 位 置 に 対 し て 分 析 さ れ
る 。 次 に 、 段 階 ９ ２ ６ に お け る 分 析 に 基 づ い て 害 虫 の 振 舞 い が 予 測 さ れ る 。 段 階 ９ ２ ６ の
予 測 に 従 っ て 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 追 加 的 な 装 置 の 設 置 を 含 む こ と が で き る 措 置 が 段 階 ９
２ ８ に て 採 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 次 に 、 ル ー プ ９ ３ ０ は 段 階 ９ ３ ２ に 入 る 。 段 階 ９ ３ ２ に お い て 、 装 置 ８ １ ０ か ら の デ ー
タ の 収 集 は 、 デ ー タ 収 集 器 ８ ３ ０ に よ り 続 行 し 、 害 虫 の 振 舞 い の 予 測 は 段 階 ９ ３ ４ に て 正
確 な も の と さ れ る 。 次 に 、 制 御 は 調 整 器 ９ ３ ６ へ と 進 み 、 こ の 調 整 器 ９ ３ ６ は 、 過 程 ９ ２
０ を 続 行 す べ き か ど う か を 試 験 す る 。 過 程 ９ ２ ０ を 続 行 す る な ら ば 、 ル ー プ ９ ３ ０ は 、 段
階 ９ ３ ２ に 戻 る 。 過 程 ９ ２ ０ が 調 整 器 ９ ３ ６ の 試 験 に 従 っ て 終 了 す べ き で あ る な ら ば 、 こ
の 過 程 は 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 段 階 ９ ２ ８ と 関 係 し て 追 加 的 に 又 は 代 替 的 に 行 う こ と の で き る そ の 他 の 措 置 の 例 は 、 害
虫 が 所 定 の 領 域 内 で 広 が る 方 向 を よ り 正 確 に 決 定 す る た め 害 虫 の 振 舞 い パ タ ー ン を 付 与 す
る こ と を 含 む 。 従 っ て 、 こ の 予 測 に 基 づ く 警 告 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 害 虫 駆 除
シ ス テ ム の 宣 伝 及 び 販 促 は 、 過 程 ９ ２ ０ に 基 づ い て 、 最 も 利 益 を 受 け る 可 能 性 の あ る 箇 所
を 重 点 的 に 行 う こ と が で き る 。 更 に 、 本 発 明 に よ る １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 実 施 の 形 態 に 従 っ
た 害 虫 駆 除 サ ー ビ ス の 需 要 が 季 節 に よ っ て 変 動 す る か ど う か を 決 定 す る た め こ の 情 報 を 評
価 す る こ と が で き る 。 こ れ に 応 じ て 、 装 置 又 は 人 の よ う な 、 害 虫 駆 除 リ ソ ー ス の 割 り 振 り
を 調 整 す る こ と が で き る 。 更 に 、 害 虫 駆 除 装 置 を 配 置 す る と き の 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。 ま た 、 過 程 ９ ２ ０ は 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 装 置 ８ １ ０ に 加 え て 、 代 替 的 に 、 １ つ
又 は ２ つ 以 上 の 装 置 １ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ７ １ ０ に よ り 行 っ て も よ い こ と を 理 解 す べ
き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 他 の 代 替 的 な 実 施 の 形 態 に お い て 、 装 置 １ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ７ １ ０ 、 ８ １ ０ 及 び
相 応 す る 探 知 器 及 び デ ー タ 収 集 装 置 は 、 当 業 者 に よ り 案 出 さ れ る よ う な 他 の 色 々 な シ ス テ
ム の 組 み 合 わ せ に て 使 用 す る こ と が で き る 。 又 、 装 置 １ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ７ １ ０ 、
８ １ ０ に 対 す る 餌 は 、 シ ロ ア リ に 適 し た 食 餌 可 能 な 形 態 に て 供 給 す る こ と が で き る が 、 異
な る 種 類 の 害 虫 、 昆 虫 又 は 非 昆 虫 を 駆 除 し 得 る よ う に 選 ん だ 種 類 の 餌 を 選 択 し 且 つ 装 置 の
ハ ウ ジ ン グ 及 び そ の 他 の 特 徴 を 異 な る 種 類 の 害 虫 の 監 視 及 び 全 滅 に 適 す る よ う に 調 整 す る
こ と が で き る 。 更 に 、 装 置 １ １ ０ 、 ３ １ ０ 、 ４ １ ０ 、 ７ １ ０ 、 ８ １ ０ に 対 す る 餌 は 、 実 質
的 に 害 虫 が 消 費 し な い 目 標 と す る 種 の 害 虫 を 攻 撃 し 得 る よ う に 選 択 し た 材 料 と す る こ と が
で き る 。 １ つ の 代 替 的 な １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 駆 除 装 置 は 、 目 標 と す る 害 虫 に よ り 変 位
さ れ 又 は 変 更 さ れ る 非 植 物 材 料 を 含 む 。 非 限 定 的 な 一 例 と し て 、 こ の 型 式 の 材 料 は 、 消 費
可 能 な 餌 部 材 が 存 在 し 又 は 存 在 せ ず に 非 消 費 可 能 な 感 知 部 材 の 基 板 を 形 成 し 得 る よ う に 使
用 す る こ と が で き る 。 更 な る 代 替 例 に お い て 、 本 発 明 に よ る １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 駆 除
装 置 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ７ ０ （ 及 び 相 応 す る キ ャ ッ プ １ ８ ０ ） の よ う な ハ ウ ジ ン グ が 存 在 し
な い 。 そ の 代 わ り 、 こ の 実 施 の 形 態 の 場 合 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 身 を 地 面 内 に 直 接 配 置 し 又 は
当 業 者 が 案 出 さ れ る で あ ろ う そ の 他 の 方 法 で 配 置 し 且 つ 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本
発 明 の 害 虫 駆 除 装 置 の 任 意 の も の は 、 代 替 的 に 、 餌 の 消 費 又 は 感 知 部 材 の 変 位 に よ り 導 体
が 移 動 し 、 開 放 回 路 を 作 動 さ せ る こ と な く 、 害 虫 の 活 動 の 表 示 と し て 導 電 性 ル ー プ を 閉 じ
る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 無 線 通 信 技 術 に 基 づ く 害 虫 駆 除 装 置 は 、 オ プ シ ョ ン 的 に 、 硬 線 接 続 通 信 ポ ー ト を 含 む こ
と が で き る 。 硬 線 接 続 し た 通 信 は 、 無 線 通 信 が 局 部 的 な 条 件 に よ り 妨 げ ら れ 又 は 当 業 者 に
案 出 さ れ る よ う に 、 診 断 目 的 の た め に 無 線 通 信 の 代 替 的 手 段 と し て 使 用 す る こ と が で き る
。 更 に 、 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 せ ず に 、 過 程 ２ ２ ０ 、 ５ ２ ０ 及 び 過 程 ９ ２ ０ は 、 色 々 な 段
階 、 工 程 に よ り 実 行 す る こ と が で き 、 調 整 器 の 最 順 序 化 、 変 更 、 再 配 置 、 置 換 、 省 略 、 複
数 化 、 組 み 合 わ せ 又 は そ の 他 の 過 程 へ の 追 加 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 は 、 少 な く と も １ つ の 種 の 害 虫 に 対 す る 少 な く と も １ つ の 餌 部
材 と 、 装 置 に 関 す る 情 報 を 伝 送 し 得 る よ う に 無 線 励 起 信 号 に 応 答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ 通 信 回
路 と を 備 え て い る 。 更 な る 実 施 の 形 態 に お い て 、 各 々 が 励 起 信 号 に 応 答 可 能 な 受 動 型 Ｒ Ｆ
通 信 回 路 を 含 む 、 １ つ 又 は ２ つ 以 上 の 害 虫 か ら 保 護 す べ き 領 域 内 で 互 い に 隔 て ら れ る よ う
に 多 数 の 害 虫 駆 除 装 置 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 の 形 態 は 、 害 虫 駆 除 装 置 を 少 な く と も 一 部 分 、 地 中 に 設 置 す る こ
と を 含 む 。 こ の 装 置 は 通 信 回 路 を 含 み 且 つ 害 虫 駆 除 装 置 か ら 無 線 伝 送 信 号 を 受 け 取 る こ と
に よ り 設 置 し た 後 に そ の 位 置 が 探 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 更 に 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 各 々 が 無 線 通 信 回 路 を 有 す る 、 建 物 を １ つ 又 は ２ つ 以 上
の 種 の 害 虫 か ら 保 護 し 得 る よ う に 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 が 設 置 さ れ る 。 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置
か ら 無 線 伝 送 に よ り 情 報 を 受 け 取 り 得 る よ う に 携 帯 型 の 探 知 器 が 配 置 さ れ 、 そ の 探 知 器 の
位 置 は 、 第 二 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 無 線 伝 送 に よ り 情 報 を 受 け 取 り 得 る よ う に 変 化 さ せ る 。
該 第 二 の 害 虫 駆 除 装 置 は 第 一 の 害 虫 駆 除 装 置 か ら 隔 て ら れ て い る 。 ま た 、 探 知 器 か ら デ ー
タ を 受 け 取 り 得 る よ う に デ ー タ 収 集 装 置 を 含 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 発 明 の 更 な る 実 施 の 形 態 は 、 磁 気 材 料 の 構 成 要 素 を 有 す る 害 虫 食 餌 可 能 な 餌 部 材 を 含
む 害 虫 駆 除 装 置 を 備 え て い る 。 こ の 構 成 要 素 は 磁 界 を 提 供 す る 。 こ の 磁 界 は 、 害 虫 が 食 餌
可 能 な 餌 部 材 の 消 費 に 応 答 し て 変 化 す る 。 こ の 装 置 は 、 そ の 磁 界 が 変 化 す る と き 、 そ の 磁
界 に 相 応 す る 監 視 信 号 を 発 生 さ せ る 作 動 可 能 な 監 視 回 路 を 更 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 更 な る 実 施 の 形 態 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 は 、 少 な く と も １ つ の 種 の 害 虫 用 の 餌 部 材 と
、 装 置 の 識 別 コ ー ド 及 び 餌 の 消 費 情 報 を 伝 送 し 得 る よ う に 作 動 可 能 な 通 信 回 路 と を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 更 に 、 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 害 虫 駆 除 装 置 は 、 環 境 セ ン サ と 、 セ ン サ に よ り 検 知 さ
れ た 環 境 の 特 徴 及 び 餌 の 状 況 に 相 応 す る 情 報 を 通 信 す る 作 動 可 能 な 回 路 と を 有 す る 害 虫 餌
パ ッ ケ ー ジ 体 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 の １ つ の 追 加 的 な 実 施 の 形 態 は 、 各 々 が 餌 と 、 無 線 通 信 回 路 と を 含 む １ つ 以 上 又
は ２ つ 以 上 の 種 の 害 虫 か ら 建 物 を 保 護 す る 複 数 の 害 虫 駆 除 装 置 を 設 置 す る こ と と 、 各 々 が
異 な る １ つ の 害 虫 駆 除 装 置 に 相 応 す る 複 数 の 識 別 信 号 を 受 け 取 る 無 線 通 信 装 置 に よ り 装 置
の 位 置 を 探 知 す る こ と と を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 し た 全 て の 刊 行 物 、 特 許 及 び 特 許 出 願 は 、 そ の 各 々 の 刊 行 物 、 特 許 又 は
特 許 出 願 が 具 体 的 に 参 考 と し て 本 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る か の よ う に 本 明 細 書 に 加 え 且 つ
そ の 全 体 を 引 用 し て あ る 。 本 発 明 は 図 面 及 び 上 記 の 説 明 に て 詳 細 に 図 示 し 且 つ 説 明 し た が
、 こ れ は 単 に 一 例 に し か 過 ぎ ず 、 性 質 を 何 ら 限 定 す る も の で は な く 、 好 ま し い 実 施 の 形 態
の み を 図 示 し 且 つ 記 載 し た も の で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 規 定 さ れ る 本 発 明 の 精 神 に
属 す る 全 て の 変 更 、 均 等 物 及 び 改 変 例 は 保 護 の 対 象 に 含 め る こ と を 望 む も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 第 １ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 作 動 中 の 図 １ の シ ス テ ム の 選 択 し た 要 素 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 害 虫 の 活 動 を 監 視 し 得 る よ う に 図 １ の シ ス テ ム 内 で 使 用 可 能 な 本 発 明 に よ る 第 １
の 型 式 の 害 虫 駆 除 装 置 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ と 同 様 の 害 虫 駆 除 装 置 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の シ ス テ ム の 選 択 し た 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の シ ス テ ム に て 行 う こ と の で き る 本 発 明 の 過 程 の 一 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 第 ２ の 型 式 の 害 虫 駆 除 装 置 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ と 同 様 の 害 虫 駆 除 装 置 の 分 解 組 立 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ 及 び 図 ８ の 害 虫 駆 除 装 置 を 含 む 、 本 発 明 に よ る 第 ２ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ
ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ 及 び 図 ８ の 害 虫 駆 除 装 置 を 含 む 本 発 明 に よ る 第 ３ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ
ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ９ 又 は 図 １ ０ の シ ス テ ム に て 行 う こ と の で き る 本 発 明 の 過 程 の 一 例 の フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 第 ４ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る 第 ３ の 型 式 の 害 虫 駆 除 装 置 を 含 む 第 ５ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム
の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に よ る 第 ４ の 型 式 の 害 虫 駆 除 装 置 を 含 む 第 ６ の 型 式 の 害 虫 駆 除 シ ス テ ム
の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の シ ス テ ム に て 行 う こ と の で き る 本 発 明 の 過 程 の 一 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

(24) JP 2004-267217 A 2004.9.30



フロントページの続き

(74)代理人  100096013
            弁理士　富田　博行
(74)代理人  100092967
            弁理士　星野　修
(72)発明者  バーバー，ダニエル・ティー
            アメリカ合衆国インディアナ州４６２５４，インディアナポリス，コロニー・ミル・レイン　６１
            ０９
(72)発明者  アーノルディー，アントン
            アメリカ合衆国インディアナ州４６１１２，ブラウンズバーグ，リッジウィンド・サークル　８０
            ４０
(72)発明者  ゴーガクツ，スタンリー・マイケル
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０３３，カーメル，マウンテン・アシュ・コート　８４７
(72)発明者  キング，ジェイムズ・エドワード
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０３２，カーメル，フリートウッド・サウス・ドライブ　１２
            ８３０
(72)発明者  ロバートソン，エイ・スタレット
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０７１，ソーンタウン，ウエスト・カウンティ・ロード・４０
            ０・ノース　１１９６７
(72)発明者  トロンペン，ミック・エイ
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０７４，ウエストフィールド，エメラルド・パインズ・レイン
            　１９２３
(72)発明者  ウォーレン，マルコム
            アメリカ合衆国ミシガン州４８６４２，ミドランドイーストローン・ドライブ　１８１１
(72)発明者  ウジェク，デニス
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０７７，ザイアンズヴィル，オウク・リッジ・ドライブ　９９
            ７０
(72)発明者  レイ，スコット
            アメリカ合衆国インディアナ州４６０３２，カーメル，ペンザンス・プレイス　３８３７
Ｆターム(参考) 2B121 AA16  CC02  CC12  CC16  CC22  DA62  DA63  EA25  FA14 

(25) JP 2004-267217 A 2004.9.30


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

